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各各
地地
区区
でで
敬敬
老老
会会
がが
開開
催催
ささ
れれ
まま
しし
たた

平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
敬
老
会
が
９
月
１３

日
（
水
）〔
藤
橋
地
区
〕、９
月
１８
日
（
月
）〔
揖

斐
川
、
谷
汲
、
春
日
、
久
瀬
、
坂
内
地
区
〕

で
町
内
在
住
の
７７
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
１８
日
は
台
風
の
接
近
で
天
候

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
全
て
の
地
区
で
た

く
さ
ん
の
お
元
気
な
参
加
者
を
迎
え
無
事
に

開
催
で
き
ま
し
た
。

敬
老
会
の
各
地
区
の
参
加
対
象
者
と
参
加

者
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

揖
斐
川
地
区

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、
き

た
が
た
幼
児
園
、
日
舞
、
清
水
会
、
松
尾
会

の
皆
さ
ん
の
熱
演
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

谷
汲
地
区

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
で
、
小
中
学
生
の

福
祉
作
文
の
発
表
や
谷
汲
舞
踊
サ
ー
ク
ル
の

日
本
舞
踊
、「
ほ
の
ぼ
の
会
」
に
よ
る
童
謡

劇
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

春
日
地
区

春
日
小
学
校
体
育
館
で
、
春
日
文
化
ク
ラ

ブ
に
よ
る
唄
と
津
軽
三
味
線
な
ど
を
楽
し
ま

れ
ま
し
た
。

久
瀬
地
区

久
瀬
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、「
ゆ
る
体
操
」

の
紹
介
や
、
文
化
サ
ー
ク
ル
の
次
々
に
披
露

さ
れ
る
演
芸
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

藤
橋
地
区

藤
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、「
中

村
た
か
ね
会
」
の
皆
さ
ん
の
三
味
線
と
民
謡
、

藤
橋
保
育
園
児
の
楽
し
い
唱
歌
や
お
遊
戯
な

ど
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

坂
内
地
区

広
瀬
・
坂
本
・
川
上
・
諸
家
の
各
集
会
場

で
開
催
さ
れ
、
行
政
推
進
員
、
民
生
委
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
楽
し

い
敬
老
会
と
な
り
ま
し
た
。

参加者数

６０３人

２２２人

１８６人

１３０人

４６人

１１２人

１，２９９人

対象者数

１，９１６人

５０５人

３４３人

２６３人

６５人

１３６人

３，２２８人

地区名

揖斐川

谷汲

春日

久瀬

藤橋

坂内

計
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揖揖
斐斐
川川
町町
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
ババ
スス
スス
タタ
ーー
トト

１０
月
１
日
（
日
）、近
鉄
揖
斐
駅
前
で
揖
斐

川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
出
発
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
宗
宮
町
長
、
町
議
会
議
員
、
行

政
推
進
員
や
地
元
の
多
く
の
方
々
が
参
加
し

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
新
た
な
出
発
を
祝
い

ま
し
た
。

町
内
の
春
日
線
、
揖
斐
川
北
部
線
、
谷
汲

口
線
、
横
蔵
線
、
揖
斐
町
線
お
よ
び
近
鉄
揖

斐
駅
〜
大
野
バ
ス
セ
ン
タ
ー
間
の
揖
斐
黒
野

線
が
揖
斐
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
な
り
、

運
賃
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
「
身
近
な
足
」
と
し
て
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

国国
道道
４４
１１
７７
号号
付付
けけ
替替
ええ
道道
路路
開開
通通

と
く
の

９
月
２２
日
（
金
）、揖
斐
川
町
開
田
の
徳
之

や
ま
は
っ
と
く
ば
し

山
八
徳
橋
で
国
道
４
１
７
号
付
け
替
え
道
路

の
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
通
式
に
は

県
、
宗
宮
町
長
、
町
議
会
議
員
、
工
事
関
係

者
な
ど
が
参
加
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す

玉
割
り
で
、
道
路
の
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

こ
の
道
路
は
、
９
月
２５
日
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
徳
山
ダ
ム
の
試
験
湛
水
に
よ
り
水
没
す

る
道
路
の
付
け
替
え
で
、
開
田
か
ら
塚
ま
で

を
結
ぶ
約
１１
�
が
通
行
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

法法
令令
講講
習習
会会
がが
開開
催催
ささ
れれ
まま
しし
たた

９
月
２１
日
か
ら
３０
日
の
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
期
間
を
迎
え
、
各
地
区
で
法
令
講
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

法
令
講
習
会
で
は
、
揖
斐
警
察
署
よ
り
郡

内
の
事
故
の
状
況
や
交
通
安
全
に
つ
い
て
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
、
改
め
て
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
見
直

し
、
交
通
安
全
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

最
近
、
悲
惨
な
交
通
事
故
が
多
く
起
き
て

い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
、
歩
行
者
な
ど
一
人

ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
ま
た
お
酒
を
飲
ん
で
運
転
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
運
転
者
だ
け
で
な
く
周
り
の

皆
さ
ん
も
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

家家
族族
ぐぐ
るる
みみ
でで
交交
通通
安安
全全

９
月
２１
日
（
木
）
に
行
わ
れ
た
優
良
運
転

者
表
彰
で
仲
井
智
子
さ
ん
、
仲
井
美
香
さ
ん

が
親
子
で
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

智
子
さ
ん
は
特
別
優
秀
章
（
岐
阜
県
交
通

安
全
対
策
協
議
会
長
表
彰
）
を
美
香
さ
ん
は

地
区
模
範
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

家
族
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
に
取
り
組
ま
れ
、

今
回
揃
っ
て
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
交
通
安
全
に
気
を
つ
け
、
交
通
事

故
の
な
い
町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

春日地区の法令講習会の様子

皆さんご利用くださいテープカットで開通を祝いました

仲井さんおめでとうございます
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受受
賞賞
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

１０
月
３
日
（
火
）
に
行
わ
れ
た
文
部
科
学

大
臣
表
彰
で
錦
野
悦
朗
さ
ん
が
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

錦
野
さ
ん
は
揖
斐
川
町
体
育
指
導
員
と
し

て
２３
年
間
努
め
ら
れ
、
昭
和
５９
年
に
揖
斐
川

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
を
設
立
さ
れ
、
競
技

の
普
及
に
努
め
る
な
ど
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
、
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

ごご
長長
寿寿
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

９
月
２６
日
（
火
）、谷
汲
名
礼
の
蒔
田
千
代
さ
ん
が
、
１０
月
１
日
（
日
）、市
場
の
林
弘
武
さ
ん

が
、
１０
月
８
日
（
日
）、谷
汲
神
原
の
野
下
久
美
さ
ん
が
９５
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

蒔
田
さ
ん
は
、
と
く
に
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ
ら
れ
、
お
元
気
だ
そ
う
で
す
。

林
さ
ん
は
、
の
ん
き
に
い
る
こ
と
が
長
生
き
に
よ
か
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

野
下
さ
ん
は
、
身
の
回
り
の
こ
と
は
一
人
で
な
ん
で
も
こ
な
さ
れ
、
大
変
お
元
気
で
す
。

蒔
田
さ
ん
、
林
さ
ん
、
野
下
さ
ん
に
は
長
寿
祝
と
褒
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

藤藤
橋橋
地地
区区
でで
行行
政政
相相
談談
懇懇
談談
会会
をを
開開
催催

９
月
１４
日
（
木
）
に
藤
橋
地
区
で
行
政
相

談
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
制
度
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
理
解

し
、
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
藤
橋
地
区
行
政

相
談
委
員
の
中
川
千
吉
さ
ん
の
呼
び
か
け
で

実
現
し
ま
し
た
。

地
区
か
ら
４４
人
が
参
加
し
、
総
務
省
岐
阜

行
政
評
価
事
務
所
の
高
崎
所
長
、
武
内
課
長

を
迎
え
、
行
政
相
談
制
度
の
仕
組
み
を
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
意
見
交
流
会
が
行
わ
れ
、
行
政

相
談
制
度
を
よ
り
身
近
に
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

セセ
ンン
トト
ジジ
ョョ
ーー
ジジ
ママ
ララ
ソソ
ンン
国国
際際
交交
流流

１０
月
４
日
（
水
）
か
ら
１１
日
（
水
）
の
８

日
間
、
今
年
で
１７
回
目
と
な
る
ア
メ
リ
カ
・

ユ
タ
州
・
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
と
の
マ
ラ
ソ

ン
国
際
交
流
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
１２
人
の
派
遣
団
を
結
成
し
、
昨

年
の
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
で
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
ラ
ン
ナ
ー
が
、
１０
月
７
日
に
開
催
さ

れ
た
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
、

見
事
完
走
さ
れ
ま
し
た
。
。

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
成
績

藤
牧
浩
司
さ
ん

２
時
間
３４
分
２５
秒

１５
位

杉
岡

泉
さ
ん

３
時
間
６
分
３
秒

２１８
位

所

大
樹
さ
ん

２
時
間
５９
分
７
秒

１３８
位

渡
辺
英
恵
さ
ん

３
時
間
４
分
５０
秒

２０４
位

錦野さんおめでとうございます

行政相談の説明を真剣に聞く住民の皆さんセントジョージとの友好の架け橋に

蒔田さんおめでとうございます

林さんおめでとうございます

野下さんおめでとうございます
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ささ
つつ
まま
いい
もも
収収
穫穫
祭祭

谷谷
汲汲
農農
園園

谷
汲
農
園
で
は
１０
月
１
日
（
日
）
に
「
さ

つ
ま
い
も
収
穫
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
休
耕
田
を
利
用
し
て
、
農
業
体
験

の
少
な
い
方
が
さ
つ
ま
い
も
の
オ
ー
ナ
ー
と

な
っ
て
、
収
穫
作
業
を
体
験
す
る
も
の
で
、

今
年
は
４０
人
の
方
が
申
し
込
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
夏
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
た
め
芋
は
大

き
く
育
ち
、
顔
の
大
き
さ
ほ
ど
の
芋
も
姿
を

現
し
ま
し
た
。

ま
た
、
農
園
で
掘
っ
た
さ
つ
ま
い
も
を
使

っ
て
、
焼
き
い
も
や
大
学
い
も
な
ど
が
振
舞

わ
れ
、
参
加
者
は
味
覚
の
秋
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

かか
すす
がが
モモ
リリ
モモ
リリ
村村
薬薬
草草
教教
室室
開開
催催

９
月
１６
日
（
土
）
に
谷
汲
山
華
厳
寺
付
近

で
、
地
元
の
方
を
は
じ
め
２０
人
が
参
加
し
、

薬
草
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
を
岐
阜
薬
科
大
学
名
誉
教
授
の
水
野

瑞
夫
先
生
に
お
願
い
し
て
、
谷
汲
振
興
事
務

所
か
ら
華
厳
寺
の
裏
山
を
回
り
、
シ
ダ
植
物
、

タ
カ
ノ
ツ
メ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
や
ハ
グ
ロ
ソ
ウ

な
ど
が
観
察
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
雨
上
が

り
で
ヤ
マ
ヒ
ル
に
襲
わ
れ
ま
し
た
が
、
バ
イ

ガ
モ
の
群
生
地
も
見
る
こ
と
が
で
き
楽
し
い

ひ
と
時
で
し
た
。

次
回
は
１１
月
２５
日
（
土
）
に
強
壮
を
目
的

と
し
た
薬
草
の
講
義
、
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
体

験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は

か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
（
�

５
８
‐
０
０
０
１
）
ま
で
。

稲稲
刈刈
りり
体体
験験

坂坂
内内
小小
学学
校校

９
月
１２
日
（
火
）
に
坂
内
広
瀬
地
内
で
、

坂
内
小
学
校
の
児
童
１３
人
が
稲
刈
り
体
験
を

し
ま
し
た
。
こ
の
田
ん
ぼ
は
、
５
月
に
同
小

学
校
児
童
が
モ
チ
の
苗
を
田
植
え
し
た
も
の

で
す
。

稲
刈
り
は
、
地
元
農
家
の
方
々
の
指
導
を

受
け
、
昔
な
が
ら
の
手
法
で
稲
を
手
作
業
で

刈
り
取
り
、
ハ
サ
掛
け
を
し
て
、
足
踏
み
脱

穀
機
に
よ
る
脱
穀
ま
で
体
験
し
ま
し
た
。

児
童
は
１２
月
に
予
定
の
収
穫
し
た
米
を
使

っ
た
餅
つ
き
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

歌歌
集集
発発
表表

香香
田田
清清
子子
ささ
んん

こ
の
ほ
ど
特
養
尚
和
園
に
入
所
さ
れ
て
い

る
香
田
清
子
さ
ん
が
、「
歌
集

よ
ろ
こ
び
」

を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
香
田
さ
ん
は
文
字
を

書
く
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
ご
家
族
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
生
活
相
談
員
の
方
々
の
協
力
で

歌
集
を
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

父
母
や
ご
家
族
へ
の
思
い
や
思
い
出
、
時

の
話
題
に
つ
い
て
の
思
い
、
四
季
な
ど
に
つ

い
て
心
温
ま
る
短
歌
が
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

香
田
さ
ん
の
「
歌
集

よ
ろ
こ
び
」
は
揖

斐
川
図
書
館
な
ど
に
も
置
か
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

訂
正
と
お
詫
び

広
報
い
び
が
わ
１０
月
号

１０
ペ
ー
ジ

「
ま
ち
の
話
題
」
の
中
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
こ
こ
に
深
く
お
詫
び
し
、
訂
正
し
ま
す
。

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
誤
）

小
寺
と
め
さ
ん

↓

（
正
）

小
寺
か
る
さ
ん

昔ながらの方法で稲刈り体験香田さんの「歌集 よろこび」

薬草の知識が深まりました
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揖斐川町議会だより

第９回揖斐川町議会定例会を開催！

平成１８年第９回揖斐川町議会定例会が、９月８日（金）に招集され、午前９時より会議が開かれました。初日

には、会期を１９日（火）までの１２日間と決定し、条例案件３件、予算案件７件、決算認定２０件、その他案件１２件

の提案説明が行われ、その他案件１２件は即日可決、条例案件、予算案件など３０件は各常任委員会・特別委員会に

付託されました。また同日、予算特別委員会が開催され、一般会計ほか５特別会計の補正予算案件が審査されま

した。 翌日からは決算特別委員会、各常任委員会が

開催され、付託案件について慎重に審査されました。

１５日（金）には、一般質問が行われ６名の議員が町

政について質問しました。

最終日となる１９日（火）には、各常任委員会、特別

委員会に付託された案件について、委員長報告を受け、

質疑及び討論のあと採決を行いました。

本定例会で、審議されました案件は、条例３件、予

算（補正予算）７件、決算認定２０件、その他１２件で、

すべて、原案のとおり可決（認定）されました。

議決されました議案は、次のとおりです。

◎
平
成
１７
年
度
財
団
法
人
ふ
じ
は
し
事
業
報

告
及
び
決
算
の
報
告
に
つ
い
て

◎
平
成
１７
年
度
財
団
法
人
グ
リ
ー
ン
ス
テ
ー

ジ
久
瀬
事
業
報
告
及
び
決
算
の
報
告
に
つ
い

て◎
平
成
１７
年
度
株
式
会
社
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
春

日
事
業
報
告
及
び
決
算
の
報
告
に
つ
い
て

◎
平
成
１７
年
度
有
限
会
社
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト

谷
汲
事
業
報
告
及
び
決
算
の
報
告
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
財
団
や
会

社
が
運
営
す
る
各
施
設
の
事
業
報
告
及
び
決

算
内
容
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

合
併
後
の
新
揖
斐
川
町
の
一
体
感
の
醸
成

と
地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
の
資
金
に
あ
て

る
基
金
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

国
の
医
療
保
険
制
度
改
革
に
伴
い
、
特
定

療
養
費
制
度
を
廃
止
し
、
保
険
外
併
用
療
養

制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
、
介
護
保
険
と
の

負
担
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
入
院
時
生
活
療

養
費
を
負
担
す
る
こ
と
に
つ
い
て
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

本
年
１０
月
１
日
よ
り
現
役
並
み
の
所
得
が

あ
る
７０
歳
以
上
の
高
齢
者
の
患
者
負
担
が
２

割
か
ら
３
割
に
、
出
産
一
時
金
が
３０
万
円
か

ら
３５
万
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

合
併
振
興
基
金
の
積
立
、
災
害
復
旧
事
業
、

各
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
等
６
億
８
８
５
万

６
千
円
を
増
額
補
正
し
、
総
額
１
８
３
億
７

５
３
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

少
子
化
対
策
と
し
て
１０
月
か
ら
改
正
さ
れ

る
出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
分
、
保
険
財
政

共
同
安
定
化
事
業
拠
出
金
等
１
億
１
８
２
２

万
２
千
円
を
増
額
補
正
し
、
総
額
２２
億
６
４

２
２
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

消
費
税
返
還
金
、
有
鳥
専
用
水
道
改
修
関

連
経
費
等
６
２
０
万
円
を
増
額
補
正
し
、
総

額
１
億
５
２
９
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
北
部
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

議会だより
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坂
内
簡
易
水
道
維
持
管
理
経
費
、
春
日
地

区
簡
易
水
道
付
帯
工
事
費
等
１
３
５
６
万
５

千
円
を
増
額
補
正
し
、
総
額
１
億
９
１
７
６

万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

清
水
地
区
と
北
和
地
区
、
岐
礼
・
高
科
地

区
と
徳
積
・
長
瀬
地
区
及
び
美
束
地
区
と
春

日
地
区
、
そ
れ
ぞ
れ
地
区
間
の
事
業
等
の
組

み
替
え
追
加
等
１
億
１
９
８
１
万
５
千
円
を

増
額
補
正
し
、
総
額
２４
億
６
８
１
万
６
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

管
渠
開
削
推
進
工
事
費
３
０
０
０
万
円
を

増
額
補
正
し
、
総
額
２
億
３
８
１
３
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
個
別
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
工
事
費
３
３
８
７

万
円
を
増
額
補
正
し
、
総
額
２
億
４
３
７
７

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１７
年
度
の
揖
斐
川
町
一
般
会
計
・
特

別
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

認
定
さ
れ
ま
し
た
各
会
計
決
算
は
次
の
と

お
り
で
す
。

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
決
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
決
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
直

診
勘
定
特
別
会
計
決
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
老
人
保
健
医
療
特

別
会
計
決
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
中
央
診
療
所

特
別
会
計
決
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
大
和
簡
易
水
道
特

別
会
計
決
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
脛
永
簡
易
水
道
特

別
会
計
決
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
市
場
簡
易
水
道
特

別
会
計
決
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
簡
易
水
道
特

別
会
計
決
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
北
部
簡
易
水
道
特

別
会
計
決
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
北
方
財
産
区
特
別

会
計
決
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
大
和
財
産
区
特
別

会
計
決
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
財
産
区
特
別

会
計
決
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
長
瀬
財
産
区
特
別

会
計
決
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
横
蔵
財
産
区
特
別

会
計
決
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
観
光
事
業
特
別
会

計
決
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
決
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
決
算

・
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
杉
原
地
域
土
地
取

得
等
特
別
会
計
決
算

◎
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
上
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
上
水
道
事
業
会
計

の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約

の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
に
つ
い
て

安
八
郡
墨
俣
町
が
大
垣
市
に
編
入
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
規
約
の
変
更
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

◎
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
引
き
続
き
次
の

方
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

桑
原

隆
一
氏
（
脛
永
）

◎
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
請
負
契
約
が
締
結
さ
れ
ま
し

た
。

・
北
和
地
区
管
路
施
設
房
島
２
区
工
区
工
事

請
負
金
額

７
９
２
５
万
４
０
０
０
円

・
北
和
地
区
管
路
施
設
房
島
３
区
工
区
工
事

請
負
金
額

８
１
１
１
万
７
７
５
０
円

・
清
水
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
管
路
施
設

島
工
区
工
事

請
負
金
額

６
６
６
７
万
５
０
０
０
円

・
清
水
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
管
路
施
設

野
田
工
区
工
事

請
負
金
額

５
４
０
２
万
２
５
０
０
円

・
特
環
公
共
下
水
道
事
業

管
渠
（
推
進
）

溝
口
工
区
工
事

請
負
金
額

６
８
２
５
万
円

・
徳
積
・
長
瀬
農
業
集
落
排
水
１８
‐
６
（
新

田
・
牧
野
工
区
）
工
事

請
負
金
額

７
０
１
８
万
９
５
０
円

議会だより
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本定例会の一般質問の要旨をお知らせします。 
（紙面の都合上、 質問および答弁は要約して 
おります。） 

議員6名が町政を問う 

林

幹
夫

議
員

問

中
央
公
民
館
前
バ
ス
停
に
待
合

棟
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

今
年
８
月
１０
日
、
揖
斐
川
町
で
は
３９
・
１

度
と
そ
の
日
の
日
本
一
と
な
る
猛
暑
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
１２
月
か
ら
の
豪

雪
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ

う
な
異
常
気
象
は
高
齢
者
を
は
じ
め
交
通
弱

者
に
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。

名
阪
近
鉄
バ
ス
揖
斐
川
北
部
線
の
中
央
公

民
館
前
バ
ス
停
付
近
に
は
、
中
央
公
民
館
や

図
書
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
、
さ
ら
に
法
務
局
や
銀
行
、
病
院

等
生
活
に
密
着
し
た
施
設
が
多
く
、
交
通
弱

者
の
方
々
は
バ
ス
を
利
用
し
各
施
設
へ
お
み

え
に
な
り
ま
す
。

今
年
１０
月
、
懸
案
で
あ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
が
運
行
さ
れ
れ
ば
、
さ
ら
に
バ
ス
の

利
用
者
は
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

猛
暑
や
極
寒
の
な
か
で
バ
ス
を
待
つ
こ
と
は

高
齢
者
の
方
々
に
は
身
に
こ
た
え
る
つ
ら
い

こ
と
で
す
。
福
祉
対
策
の
一
環
と
し
て
、
中

央
公
民
館
前
と
保
健
セ
ン
タ
ー
前
の
２
か
所

の
バ
ス
停
に
待
合
棟
を
早
急
に
設
置
さ
れ
る

こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

答

宗
宮

孝
生

町
長

す
で
に
町
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り

ま
す
よ
う
に
、
町
内
で
運
行
し
て
お
り
ま
す

路
線
バ
ス
を
本
年
１０
月
１
日
よ
り
新
た
な
料

金
体
系
の
「
揖
斐
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
お
お
い
に
バ
ス

を
利
用
し
て
頂
け
る
も
の
と
期
待
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ご
質
問
の
あ
り
ま
し
た
待

合
棟
を
は
じ
め
と
す
る
バ
ス
の
利
用
環
境
の

整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
に
伴
う
今
後
の
利
用
者
の
動
向
や

他
の
バ
ス
停
の
状
況
、
さ
ら
に
待
合
棟
を
設

置
す
る
場
所
の
地
権
者
と
の
調
整
等
を
ふ
ま

え
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

問

国
道
３
０
３
号
の
保
全
に
つ
い
て

明
治
２４
年
１０
月
２８
日
午
前
６
時
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８
・
２
、
震
度
７
強
の
濃
尾
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
。
震
源
地
に
近
い
当
地
域

で
も
家
屋
倒
壊
や
山
肌
崩
落
の
被
害
が
い
た

る
と
こ
ろ
で
発
生
し
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
の
地
震
対
策
で
最
も
危
惧
さ
れ

る
地
点
は
、
国
道
３
０
３
号
西
平
地
区
で
す
。

こ
の
西
平
地
区
に
道
路
が
作
り
始
め
ら
れ
た

の
は
濃
尾
地
震
直
後
の
明
治
２５
年
か
ら
で
す

が
、
こ
の
地
震
の
際
に
は
大
崩
落
が
発
生
し

て
お
り
、
ま
た
そ
の
後
も
た
び
た
び
崩
落
に

よ
る
改
修
工
事
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ダ
ム
建
設
に
伴
う
大
型
車
両
の
通

行
に
対
処
す
る
幅
員
を
確
保
す
る
た
め
に
、

危
険
な
山
肌
の
掘
削
を
避
け
、
桟
橋
を
設
け

て
対
処
し
、
立
て
看
板
に
よ
り
通
行
者
へ
注

意
を
促
す
と
と
も
に
、
遠
隔
カ
メ
ラ
に
よ
る

２４
時
間
監
視
を
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
、
こ
の
地
点
の
土
質
は
、
先
に
大
崩
落

が
起
き
た
東
横
山
に
酷
似
し
た
「
泥
岩
」
で

風
化
が
進
ん
だ
軟
弱
地
盤
で
す
。
道
路
面
は

揖
斐
川
側
へ
沈
下
し
、
さ
ら
に
山
裾
は
揖
斐

川
の
洪
水
で
浸
食
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
西
平
地
区
は
大
地

震
が
発
生
す
る
と
、
高
い
確
率
で
道
路
は
崩

落
し
、
そ
の
崩
落
土
石
が
揖
斐
川
を
せ
き
止

め
、
ダ
ム
化
し
て
二
次
災
害
ま
で
引
き
起
こ

す
危
惧
が
あ
り
ま
す
。

国
道
３
０
３
号
の
改
良
は
、「
国
道
３
０

３
号
改
良
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
」
に
よ
り

関
係
機
関
に
要
請
さ
れ
る
こ
と
は
承
知
し
て

お
り
ま
す
が
、
他
に
先
駆
け
て
西
平
地
区
の

改
良
整
備
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
提
言
し
ま

す
。
ま
た
、
改
良
ル
ー
ト
は
町
道
３２
号
線
が

西
平
地
内
で
国
道
３
０
３
号
と
合
流
す
る
地

点
か
ら
新
北
山
ト
ン
ネ
ル
に
向
け
て
、
ト
ン

ネ
ル
と
橋
で
直
線
に
結
ぶ
ル
ー
ト
と
し
、
よ

り
安
全
を
図
ら
れ
た
い
が
、
町
長
の
考
え
を

お
聞
き
し
ま
す
。

答

宗
宮

孝
生

町
長

西
平
地
内
の
国
道
法
面
は
、
平
成
８
〜
１０

年
の
崩
落
対
策
工
事
実
施
以
来
、
揖
斐
土
木

事
務
所
が
地
中
に
地
盤
の
変
形
を
計
測
す
る

「
坑
内
伸
縮
計
」
を
設
置
し
、
地
盤
の
動
き

を
監
視
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
地
盤
の

動
き
は
観
測
さ
れ
て
お
ら
ず
、
安
定
し
て
い

る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
切
り
立

っ
た
法
面
は
落
石
等
の
危
険
が
潜
ん
で
お
り

ま
す
。
一
方
、
お
話
の
あ
り
ま
し
た
「
国
道

３
０
３
号
改
良
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
」
に

つ
い
て
は
、
国
道
３
０
３
号
の
整
備
促
進
に

取
り
組
む
た
め
、
平
成
１１
年
に
組
織
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
坂
内
地
内
の
川
上
〜
八
草
バ

イ
パ
ス
、（
仮
称
）
新
横
山
橋
な
ど
要
望
項

目
は
着
実
に
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、国
・

県
の
財
政
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
揖
斐
川
町
と
し
て
は
、
国
道
４
１
７

号
の
岡
島
橋
の
改
築
を
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
の
最
優
先
課
題
と
位
置
づ
け
、
国
・
県

に
事
業
化
の
要
望
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
議
員
ご
指
摘
の
西
平
地
内
の
国
道
３
０

３
号
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
も
、
国
・
県
に

強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

高
橋

卓

議
員

問

町
有
林
の
管
理
に
つ
い
て

揖
斐
川
町
の
総
面
積
８
０
３
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
う
ち
９３
％
が
森
林
で
あ
る
こ
と
か
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ら
、
町
で
は
、
森
林
整
備
計
画
に
基
づ
き
、

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
事
業
、
林
道
維
持

補
修
事
業
等
数
々
の
事
業
を
実
施
さ
れ
、
あ

り
が
た
く
思
い
ま
す
。町
村
合
併
で
、久
瀬
・

藤
橋
・
坂
内
の
旧
３
村
は
広
大
な
村
有
林
を

町
へ
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
町
有
林
８７
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
９８
・
７
％
は
こ
の
３

村
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
で
す
。
こ
の
広
大

な
山
林
の
管
理
は
現
在
、
揖
斐
川
町
役
場
農

林
振
興
課
林
務
係
が
担
当
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
役
場
の
管
理
担
当
者
が
分
収
造
林

地
を
除
く
町
有
林
を
的
確
に
把
握
し
て
、
水

源
の
か
ん
養
、
国
土
の
保
全
を
図
る
た
め
の

造
林
を
実
施
す
る
の
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。

町
内
に
は
村
有
林
を
引
き
継
い
だ
財
産
区

が
５
つ
あ
り
、
地
区
の
森
林
の
状
態
を
よ
く

理
解
さ
れ
た
委
員
が
適
切
な
管
理
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
に
は
財
産
区

が
な
く
管
理
す
る
委
員
が
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
地
区
に
財
産
区
の
管

理
委
員
に
相
当
す
る
組
織
を
立
ち
上
げ
、
よ

り
適
切
な
管
理
が
実
現
で
き
る
対
策
を
と
っ

て
は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

答

宗
宮

孝
生

町
長

町
有
林
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
揖
斐
川
町

森
林
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
毎
年
、
町
有
林

施
業
計
画
を
立
て
、
県
の
造
林
補
助
事
業
を

取
り
入
れ
、
除
伐
、
枝
打
ち
、
間
伐
な
ど
の

管
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
町
有
林

の
一
部
は
、
分
収
契
約
に
よ
り
森
林
公
社
、

木
曽
三
川
水
源
造
成
公
社
、
緑
資
源
機
構
な

ど
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の

町
有
林
の
施
業
に
つ
い
て
は
、
揖
斐
郡
森
林

組
合
と
森
林
施
業
受
委
託
契
約
を
交
わ
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
一
層
、
森
林
組
合
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
森
林
施
業
計
画
に
沿
っ
て
適

正
な
森
林
管
理
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

ご
提
案
の
町
有
林
の
管
理
委
員
組
織
に
つ

い
て
は
、
今
年
５
月
施
行
の
「
岐
阜
県
森
林

づ
く
り
基
本
条
例
」
の
中
で
、「
地
域
の
森

林
づ
く
り
を
主
体
的
に
推
進
す
る
体
制
づ
く

り
」
と
し
て
、
森
林
所
有
者
、
森
林
組
合
、

地
域
住
民
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る「（
仮

称
）
市
町
村
森
林
管
理
委
員
会
」
の
立
ち
上

げ
が
県
で
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
な

か
で
、
町
有
林
の
管
理
方
法
も
併
せ
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

町
の
実
質
公
債
費
比
率
と
新
庁

舎
建
設
に
つ
い
て

８
月
２９
日
、
岐
阜
県
は
県
内
４２
市
町
村
の

実
質
公
債
費
比
率
の
速
報
値
を
発
表
し
、
比

率
の
高
い
市
町
村
に
対
し
、
９
月
末
ま
で
に

公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
の
提
出
を
求
め
た

と
新
聞
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
の
実
質
公
債
費
比
率
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。
揖
斐
川
町
で
は
町
民
の
健
康
的

で
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
と
河
川
の
水
質

汚
染
防
止
等
の
た
め
下
水
道
事
業
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
完
成
ま
で
に
は
多
額
の
予
算
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
指
数
の
予
測
は
大
丈

夫
で
す
か
。

ま
た
、
今
年
は
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
の

調
査
費
が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
駐
車

場
や
部
屋
の
狭
さ
な
ど
は
ま
だ
我
慢
で
き
ま

す
が
、
老
朽
化
に
よ
る
耐
震
性
に
問
題
が
あ

る
こ
と
は
重
大
な
問
題
で
す
。
東
海
・
東
南

海
地
震
が
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
と

言
わ
れ
る
今
日
、
早
急
に
建
て
替
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
地
震
発
生
時
の
役
場
は
対
策

本
部
で
あ
り
、
救
援
や
被
害
拡
大
防
止
の
指

示
な
ど
司
令
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
町
民
の
避

難
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
重
要
な
拠
点

が
機
能
を
果
た
さ
な
か
っ
た
ら
一
大
事
で
あ

り
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め

に
は
財
政
計
画
を
見
直
し
、
優
先
す
べ
き
事

業
か
ら
実
施
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
財
政

運
用
計
画
を
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

答

宗
宮

孝
生

町
長

本
年
度
よ
り
自
治
体
の
財
政
健
全
度
を
示

す
指
標
と
し
て
新
た
に
「
実
質
公
債
費
比

率
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
指
標
は
、

自
治
体
の
税
収
に
地
方
交
付
税
を
加
え
た
標

準
的
な
収
入
に
対
す
る
地
方
債
の
返
済
額
の

割
合
で
あ
り
、
昨
年
度
ま
で
は
普
通
会
計
の

み
の
地
方
債
返
済
額
を
対
象
と
し
た
公
債
費

比
率
を
算
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度

か
ら
は
下
水
道
事
業
等
の
特
別
会
計
の
地
方

債
返
済
額
も
加
え
た
自
治
体
の
実
質
の
公
債

費
比
率
を
算
定
す
る
も
の
に
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
指
数
が
１８
％
を
超
え
る
と
新
た
に
地
方

債
を
発
行
す
る
際
に
、
町
の
公
債
費
負
担
適

正
化
計
画
を
策
定
し
、
国
や
県
の
許
可
が
必

要
と
な
り
、
２５
％
を
超
え
る
と
単
独
事
業
の

地
方
債
の
一
部
が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
起
債

制
限
団
体
と
な
り
ま
す
。

揖
斐
川
町
の
平
成
１５
年
度
か
ら
平
成
１７
年

度
ま
で
の
３
か
年
平
均
の
実
質
公
債
費
比
率

は
１４
・
３
％
で
す
。
今
後
も
町
の
財
政
需
要

と
公
債
費
の
推
移
を
適
正
に
見
極
め
、
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
揖
斐
川
町
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
昭

和
４６
年
５
月
に
竣
工
し
現
在
に
至
る
ま
で
、

住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
や
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に

対
応
す
る
た
め
の
改
造
工
事
な
ど
を
除
い
て

基
本
的
な
増
築
工
事
は
実
施
し
て
お
ら
ず
、

根
本
的
な
庁
舎
構
造
は
建
設
当
時
の
ま
ま
で

す
。
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
近
い
将
来
、
発

生
が
危
惧
さ
れ
る
東
海
・
東
南
海
地
震
な
ど

災
害
発
生
時
に
は
、
庁
舎
は
き
わ
め
て
重
要

な
拠
点
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
ほ
ど
発
注
し
ま
し
た
耐
震
調
査

結
果
を
も
と
に
災
害
時
に
確
固
た
る
拠
点
と

な
る
べ
く
施
設
と
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
な

お
、
基
本
構
想
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
将

来
像
に
基
づ
く
施
設
の
内
容
、
規
模
、
用
地

の
確
保
、
健
全
な
財
源
措
置
等
建
設
に
い
た

る
ま
で
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
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富
田

千
秋

議
員

問

滞
納
整
理
に
つ
い
て

町
税
等
の
滞
納
整
理
に
つ
い
て
は
、
日
頃

の
町
職
員
の
努
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

が
、
滞
納
額
は
な
か
な
か
減
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
今
後
、
下
水
道
事
業
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
事
業
が
完
成
し
、
供
用
開
始
と
な
る
と
使

用
料
の
未
納
者
が
増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

そ
こ
で
、
町
税
を
は
じ
め
各
種
使
用
料
な

ど
す
べ
て
を
対
象
と
し
て
そ
の
徴
収
に
あ
た

る
専
門
職
員
を
４
〜
５
名
配
置
さ
れ
て
は
い

か
が
か
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
お
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

答

宗
宮

孝
生

町
長

長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
を
受
け
、
税
収

が
伸
び
悩
む
中
、
町
税
の
徴
収
率
は
平
成
１４

年
度
が
９５
・
０
％
、
平
成
１５
年
度
が
９４
・
８

％
、
平
成
１６
年
度
が
９４
・
５
％
で
あ
り
ま
し

た
が
、
努
力
の
結
果
、
平
成
１７
年
度
は
９６
・

２
％
と
少
し
上
昇
し
ま
し
た
。

町
税
の
滞
納
整
理
事
務
は
、
合
併
以
降
、

税
務
課
内
に
専
従
の
徴
収
係
２
名
を
配
置
し

進
め
て
い
ま
す
。
平
成
１７
年
１１
月
に
岐
阜
県

で
は
、
個
人
住
民
税
の
直
接
徴
収
制
度
が
ス

タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
市
町
村

が
賦
課
徴
収
を
行
っ
て
い
る
個
人
住
民
税
の

う
ち
、
徴
収
困
難
な
事
案
は
、
県
と
町
が
協

議
し
て
直
接
徴
収
す
る
制
度
で
、
県
庁
税
務

課
内
に
個
人
住
民
税
特
別
整
理
担
当
係
が
設

置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
揖
斐
川
町
か
ら
も
職

員
１
名
を
研
修
生
と
し
て
派
遣
し
、
県
職
員

と
共
に
個
人
住
民
税
の
直
接
徴
収
に
あ
た
ら

せ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
研
修
派
遣
を
通
じ
て

滞
納
額
の
縮
小
と
職
員
の
滞
納
整
理
実
務
の

習
得
に
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
庁
内
各
課
と
の
連
携
で
は
、

町
税
や
住
宅
、
上
下
水
道
等
の
使
用
料
、
保

育
料
な
ど
、
関
係
す
る
住
民
課
、
子
育
て
支

援
課
、
建
設
課
、
水
道
課
、
下
水
道
課
で
組

織
す
る
収
納
対
策
会
議
を
開
催
し
、
情
報
交

換
や
共
同
滞
納
整
理
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

ご
提
案
の
あ
っ
た
す
べ
て
の
税
や
使
用
料

等
を
徴
収
す
る
徴
収
専
門
課
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
税
や
使
用
料
等
の
滞
納
状
況
、
職
員

の
適
正
配
置
な
ど
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

町
の
道
徳
教
育
に
つ
い
て

最
近
の
テ
レ
ビ
・
新
聞
・
ラ
ジ
オ
な
ど
の

報
道
を
見
る
と
、
親
が
子
を
殺
し
た
り
、
子

が
親
を
殺
す
、
あ
る
い
は
小
中
学
生
に
よ
る

放
火
事
件
な
ど
恐
ろ
し
い
事
件
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
幸
い
揖
斐
川
町
で
は
こ
の
よ
う
な

事
件
は
今
ま
で
起
き
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
今
後
も
起
き
な

い
よ
う
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

揖
斐
川
町
で
は
、
小
中
学
校
に
お
け
る
道

徳
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
い
て
お
り
大

変
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
、

子
や
親
の
心
の
教
育
と
も
言
う
べ
き
道
徳
教

育
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
、
明
る
く
、
住

み
よ
い
、
安
心
で
き
る
揖
斐
川
町
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
、
教
育

長
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答

宗
宮

孝
生

町
長

最
近
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
情
報
は
目
に
余

る
殺
伐
と
し
た
情
報
ば
か
り
で
心
が
寒
々
と

す
る
思
い
で
す
。
幸
い
揖
斐
川
町
で
は
こ
う

し
た
事
件
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
対

岸
の
火
事
と
せ
ず
、
今
ま
で
以
上
に
「
心
の

教
育
」
の
充
実
に
力
を
注
い
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

揖
斐
川
町
の
小
中
学
校
に
お
け
る
道
徳
教

育
は
、
昭
和
３３
年
度
か
ら
教
育
課
程
に
位
置

づ
け
、
そ
の
全
面
実
施
を
み
て
以
来
、
定
着

化
の
方
向
を
た
ど
り
、
今
日
で
は
充
実
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
特
に
昭
和
５６
年
度
よ
り
岐

阜
県
の
道
徳
教
育
徹
底
指
導
事
業
を
継
続
的

に
進
め
、
３
年
間
を
ひ
と
つ
の
サ
イ
ク
ル
と

し
て
町
内
各
小
中
学
校
で
道
徳
教
育
の
充
実

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
久
瀬
小
学

校
・
久
瀬
中
学
校
で
実
践
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
児
童
生

徒
の
「
心
の
教
育
」
に
関
わ
る
様
々
な
課
題

も
残
さ
れ
、
各
学
校
や
地
域
ぐ
る
み
の
よ
り

充
実
し
た
道
徳
教
育
の
推
進
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
１７
年
度
か
ら
道
徳

の
授
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
学
校
、
家
庭
、

地
域
社
会
の
連
携
を
密
に
し
、「
自
己
を
見

つ
め
る
力
と
思
い
や
る
心
を
育
て
る
」
を
重

点
目
標
に
掲
げ
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え

て
推
進
す
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

答

小
寺

繁

教
育
長

道
徳
教
育
の
具
体
的
な
実
践
活
動
と
し
て

は
、
１
家
庭
１
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
動
、
あ
い

さ
つ
運
動
、
児
童
生
徒
の
心
に
響
く
道
徳
教

育
推
進
事
業
と
し
て
地
域
人
材
の
活
用
や
体

験
活
動
を
実
践
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
町
の
学
校
教

育
の
重
点
と
し
て
「
文
章
を
書
く
力
」
と
「
語

り
合
う
力
」
の
充
実
を
掲
げ
、
全
町
あ
げ
て

「
自
分
の
心
を
見
つ
め
た
り
、
他
の
人
の
生

き
方
か
ら
学
ぶ
こ
と
」
を
大
切
に
し
た
指
導

を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
の
思
考

力
や
表
現
力
を
育
成
し
、
よ
り
よ
く
生
き
よ

う
と
す
る
心
を
育
む
た
め
図
書
館
活
用
の
充

実
と
進
ん
で
読
書
に
向
か
う
態
度
の
育
成
に

も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

一
方
、
社
会
教
育
の
面
か
ら
は
規
則
正
し

い
生
活
リ
ズ
ム
を
形
成
す
る
こ
と
で
情
緒
の

安
定
し
た
子
ど
も
を
育
成
す
る
た
め
に
、「
早

寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
運
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
乳
幼
児
の
家
庭
を
も
巻
き
込
ん
だ

運
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
家
庭
の
教
育

力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

議会だより
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野
原

康
義

議
員

問

地
域
防
災
事
業
に
つ
い
て

春
日
地
域
は
県
下
で
も
有
数
の
急
峻
地
で

あ
る
こ
と
か
ら
平
成
８
年
度
に
林
野
庁
の
治

山
事
業
「
地
域
防
災
対
策
総
合
治
山
事
業
」

の
指
定
を
受
け
、
総
合
的
な
山
地
災
害
危
険

地
対
策
事
業
を
実
施
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
危
険
箇
所
が
多
く
、
住
民
は
不
安

な
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
現
状
で
す
。
再
度
、

地
域
防
災
事
業
を
確
立
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
地
域
防
災
に
対
す
る
町
長
の
考

え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
、
春
日
六
合
地
内
の
向
山
で
は
、
平

成
１６
年
に
大
規
模
な
土
砂
崩
壊
が
あ
り
、
１

級
河
川
粕
川
を
せ
き
止
め
る
ほ
ど
で
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
際
は
、
揖
斐
土
木
事
務
所
や
農

林
事
務
所
に
早
急
な
復
旧
作
業
に
あ
た
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
、
山
の
中

腹
で
は
粕
川
ま
で
達
す
る
恐
れ
の
あ
る
崩
壊

が
た
び
た
び
起
き
て
お
り
ま
す
。
い
つ
何
時

大
規
模
な
崩
壊
が
起
こ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

抜
本
的
な
対
策
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答

宗
宮

孝
生

町
長

治
山
事
業
は
山
地
災
害
か
ら
町
民
の
生
命
・

財
産
を
守
り
、
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
極

め
て
重
要
な
国
土
保
全
政
策
の
一
つ
で
あ
り
、

安
全
で
安
心
で
き
る
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現

を
図
る
上
で
必
要
不
可
欠
の
事
業
で
す
。

春
日
地
域
に
お
い
て
は
、
平
成
８
年
度
に

「
地
域
防
災
対
策
総
合
治
山
事
業
」
の
指
定

を
受
け
、
平
成
１７
年
度
ま
で
の
１０
年
間
に
山

崩
れ
な
ど
の
山
地
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る

総
合
的
な
山
地
災
害
危
険
地
対
策
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
平
成
１８
年
度
か
ら
は
地
域
防
災

事
業
に
か
わ
る
事
業
と
し
て
、
山
地
災
害
危

険
地
区
に
指
定
さ
れ
た
地
区
を
優
先
的
に
、

復
旧
治
山
事
業
及
び
予
防
治
山
事
業
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
人
家
な
ど
へ

の
危
険
性
の
高
い
地
域
に
あ
っ
て
は
、
地
域

防
災
対
策
総
合
治
山
事
業
な
ど
を
県
に
強
く

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
平
成
１６
年
に
発
生
し
た
向
山
地
内

の
山
腹
崩
壊
災
害
に
つ
い
て
は
、
災
害
関
連

緊
急
治
山
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
、
当
該
年

度
に
谷
止
工
２
基
、
翌
年
に
１
基
が
設
置
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
復
旧
治
山
事

業
と
し
て
平
成
２０
年
度
ま
で
に
谷
止
工
３
基

を
施
工
す
る
計
画
で
す
。
早
急
に
事
業
が
完

了
す
る
よ
う
県
に
要
望
し
ま
す
。

揖
斐
川
町
に
は
急
峻
な
山
腹
が
多
く
、
山

地
災
害
発
生
の
危
険
性
が
高
い
地
域
が
存
在

し
ま
す
の
で
、
災
害
に
強
い
安
全
な
地
域
づ

く
り
を
図
る
た
め
総
合
的
な
治
山
事
業
の
採

択
に
向
け
て
引
き
続
き
国
・
県
に
予
算
確
保

を
強
く
要
望
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

小
倉

昌
弘

議
員

問

職
員
の
管
理
に
つ
い
て

い
ま
公
務
員
の
犯
罪
が
増
え
て
い
ま
す
。

わ
い
せ
つ
行
為
、
飲
酒
運
転
、
詐
欺
、
横
領

な
ど
毎
日
、
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

岐
阜
県
庁
の
裏
金
問
題
で
も
日
常
的
に
カ

ラ
出
張
や
架
空
の
請
求
書
、
領
収
書
を
つ
く

り
、
裏
金
を
つ
く
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
完
全
に
公
文
書
偽
造
、
横
領

の
犯
罪
で
す
。
公
務
員
に
対
す
る
信
用
は
ま

す
ま
す
な
く
な
る
ば
か
り
で
す
。
な
ぜ
こ
ん

な
に
犯
罪
が
起
き
る
の
か
。
身
内
意
識
か
ら

か
公
務
員
は
罰
則
が
甘
い
の
で
は
な
い
か
。

岐
阜
県
職
員
は
公
文
書
偽
造
が
犯
罪
だ
と
い

う
こ
と
を
知
ら
な
い
の
か
。
揖
斐
川
町
で
も

徴
税
な
ど
に
支
障
が
で
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長
は
県
と
の
パ
イ
プ
を
大
事
に
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
調
査
を
し

っ
か
り
行
い
、
懲
戒
免
職
な
ど
の
処
分
を
す

る
よ
う
岐
阜
県
に
抗
議
を
し
て
頂
き
た
い
の

で
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
、
揖
斐
川
町
で
は
こ
ん
な
犯
罪
が
起

き
な
い
よ
う
管
理
、
指
導
を
お
願
い
し
た
い

の
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答

宗
宮

孝
生

町
長

県
の
裏
金
問
題
を
は
じ
め
、
飲
酒
運
転
な

ど
公
務
員
の
不
祥
事
が
多
く
報
道
さ
れ
て
お

り
、
公
務
員
全
体
に
厳
し
い
目
が
向
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
揖
斐

川
町
に
お
い
て
は
、決
裁
時
に
十
分
な
チ
ェ
ッ

ク
を
行
っ
て
か
ら
経
費
を
支
出
し
て
お
り
、

不
正
資
金
づ
く
り
な
ど
の
不
適
正
な
経
理
処

理
は
な
い
と
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
飲
酒
運
転
に
関
し
て
も
幹
部
連
絡
会
で

の
連
絡
や
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
メ
ー
ル
等
に
よ

り
常
に
職
員
へ
の
綱
紀
粛
正
を
呼
び
か
け
、

公
務
員
と
し
て
の
モ
ラ
ル
の
周
知
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。
福
岡
市
、
姫
路
市
職
員
の
飲
酒

運
転
の
報
道
を
受
け
て
、
課
長
以
上
の
職
員

に
訓
示
し
、
ま
た
、
全
職
員
に
対
し
て
も
町

長
名
で
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
よ
り
再
度
の
綱

紀
粛
正
を
通
達
し
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
で
は
、
職
員
の
資
質
と
モ
ラ
ル

向
上
の
た
め
、
計
画
的
な
研
修
へ
の
参
加
や

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
啓
発

を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域

行
事
へ
の
積
極
的
参
加
に
よ
り
住
民
に
信
頼

さ
れ
る
職
員
と
な
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
県
の
不
祥
事
に
関
し
て
は
、
県
の

最
終
方
針
な
ど
今
後
の
動
向
に
注
目
し
て
お

り
ま
す
。

問

町
道
の
管
理
に
つ
い
て

去
る
８
月
３１
日
、
門
入
地
内
の
町
道
を
通

行
し
て
い
た
ら
「
全
面
通
行
止
め
」
の
看
板

が
出
て
い
ま
し
た
。
８
時
か
ら
１２
時
、
１３
時

か
ら
１７
時
ま
で
の
通
行
止
め
で
し
た
。
当
日
、

藤
橋
振
興
事
務
所
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
１７

日
か
ら
交
通
規
制
が
あ
る
と
い
う
通
知
は
来

て
い
る
が
、
通
行
止
め
と
い
う
こ
と
は
聞
い

て
い
な
い
。」と
い
う
こ
と
で
し
た
。
業
者
が

議会だより
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無
断
で
町
道
を
通
行
止
め
に
し
た
の
か
、
あ

る
い
は
、
町
道
の
通
行
止
め
の
申
請
が
あ
っ

た
と
し
た
ら
な
ぜ
藤
橋
振
興
事
務
所
が
そ
れ

を
知
ら
な
い
の
か
。
ま
た
、
町
道
の
手
前
の

水
資
源
機
構
が
管
理
す
る
道
路
に
は
９
月
１

日
か
ら
通
行
止
め
に
す
る
の
で
下
山
す
る
よ

う
看
板
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
町
道
は
、

付
近
に
生
活
を
し
て
い
る
方
も
あ
り
大
切
な

道
路
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
ど
こ
へ
も
抜

け
ら
れ
な
い
孤
立
し
た
道
路
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
町
道
を
今
後
ど
の
よ
う
に
管

理
す
る
つ
も
り
な
の
か
、
門
入
地
域
に
生
活

者
が
い
れ
ば
他
の
地
域
へ
通
じ
る
道
路
を
確

保
す
る
こ
と
は
行
政
の
責
任
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
今
後
の
計
画
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答

宗
宮

孝
生

町
長

議
員
ご
指
摘
の
町
道
は
、
徳
山
ダ
ム
建
設

事
業
に
伴
い
一
部
水
没
す
る
町
道
の
非
水
没

部
分
を
町
道

立
石
谷
甚
酌
線
と
し
て
平
成

１７
年
１２
月
定
例
会
に
お
い
て
認
定
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
こ
の
町
道
に
お
け
る
平
成
１８

年
８
月
１７
日
か
ら
の
通
行
規
制
に
つ
い
て
は
、

舗
装
工
事
の
た
め
「
時
間
通
行
止
め
」
と
い

う
も
の
で
あ
り
、
職
員
が
ご
説
明
申
し
上
げ

た
内
容
に
不
足
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
、

職
員
の
指
導
を
徹
底
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
た
、
当
該
町
道
に
つ
な
が
る
独
立
行
政

法
人
水
資
源
機
構
の
管
理
道
に
つ
い
て
は
、

徳
山
ダ
ム
の
試
験
た
ん
水
が
９
月
２５
日
か
ら

始
ま
り
、
水
没
に
よ
り
通
行
不
可
能
と
な
り

ま
す
の
で
、
当
該
町
道
を
ダ
ム
完
成
ま
で
通

行
止
め
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
、

こ
の
町
道
は
、
徳
山
ダ
ム
関
連
施
設
の
管
理

や
ダ
ム
上
流
域
の
山
林
管
理
な
ど
を
行
う
た

め
の
道
路
と
考
え
て
お
り
、
日
常
生
活
の
た

め
の
生
活
道
路
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

当
該
町
道
へ
の
接
続
は
、
独
立
行
政
法
人
水

資
源
機
構
が
徳
山
ダ
ム
貯
水
池
の
管
理
上
支

障
の
な
い
範
囲
で
、
ダ
ム
管
理
用
船
舶
の
運

行
に
よ
り
対
応
で
き
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
船
着
場
に
つ
い
て
も
、
徳
山
会
館
建

設
地
の
丸
山
と
門
入
へ
の
入
り
口
と
な
る
戸

入
に
設
置
さ
れ
る
予
定
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

市
田

茂
和

議
員

問

わ
が
町
と
類
似
町
と
の
財
政
比

較
に
つ
い
て

本
年
、
総
務
省
主
導
の
も
と
に
公
表
さ
れ

た
各
市
町
村
の
財
政
比
較
分
析
表
か
ら
揖
斐

川
町
と
類
似
し
た
町
の
平
成
１６
年
度
決
算
に

お
け
る
財
政
力
・
財
政
構
造
の
弾
力
性
・
公

債
費
負
担
の
健
全
度
・
将
来
負
担
の
健
全
度
・

給
与
水
準
の
適
性
度
・
定
員
管
理
の
適
性
度

に
つ
い
て
比
較
し
て
み
ま
し
た
。
揖
斐
川
町

は
、
財
政
力
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
、
公
債
費

負
担
の
健
全
度
、
定
員
管
理
の
適
性
度
で
類

似
町
に
大
き
く
劣
り
、
定
員
管
理
の
適
性
度

に
い
た
っ
て
は
人
口
千
人
あ
た
り
平
均
８
・

０１
人
の
１
・
８
７
５
倍
の
１５
・
０２
人
を
数
え

ま
す
。
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
８８
・
５
を
示

し
、
平
均
の
９４
・
６
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

ま
す
。
健
康
広
場
を
建
設
す
る
ま
で
は
揖
斐

川
町
は
郡
内
ト
ッ
プ
の
財
政
力
、
公
債
費
比

率
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
が
、
８
年
間
で
財
政

力
は
落
ち
、
弾
力
性
は
欠
け
、
公
債
費
負
担

の
健
全
度
は
著
し
く
不
健
全
で
、
財
政
運
営

が
硬
直
化
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
数

値
を
示
す
原
因
を
ど
う
考
え
る
の
か
町
長
に

お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
状
態
に
対
処
す
る
方
策
と
し

て
、
徹
底
し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
、
施
設

の
統
廃
合
、
職
員
の
削
減
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
町
と
し
て
、
長
期
的
に
絶
対
必
要

な
事
業
、
町
民
の
福
祉
に
必
要
な
も
の
な
ど

が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
中
長
期

の
財
政
予
測
を
検
討
し
、
事
業
の
必
要
度
に

順
位
を
定
め
、
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
施
設
の
統
廃
合
に
つ
い

て
も
、
徹
底
的
に
民
間
を
活
用
し
、
民
間
に

委
託
ま
た
は
売
却
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
職
員
定
数
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
５
年
ま
で
に
職
員
１
０
０
人
を
減
員

す
る
と
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
は

千
人
あ
た
り
１２
人
以
上
に
な
り
ま
す
。
類
似

町
村
平
均
の
８
・
０１
人
程
度
に
削
減
す
る
こ

と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

公
債
費
負
担
の
健
全
度
に
対
す
る
不
安
と

財
政
運
営
が
硬
直
化
し
て
き
た
原
因
、
今
後

の
事
業
の
抱
負
、
民
間
活
用
の
で
き
る
事
業

施
設
と
財
政
立
て
直
し
の
見
通
し
、
公
債
費

の
元
利
償
還
の
ピ
ー
ク
予
想
時
期
と
金
額
、

職
員
削
減
の
総
数
と
そ
の
最
終
時
期
を
お
示

し
く
だ
さ
い
。

答

宗
宮

孝
生

町
長

平
成
１８
年
４
月
よ
り
「
市
町
村
財
政
比
較

分
析
表
」
が
総
務
省
よ
り
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
全
国
の
類
似
団
体
と

比
較
し
て
各
種
数
値
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
議
員
が
示
さ
れ
た
指
標
は
平
成
１６
年

度
決
算
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
年
度

は
合
併
年
度
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
が

行
っ
た
事
業
を
合
算
し
て
決
算
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
合
併
と
い
う
特
殊
な
要
因

が
あ
り
、
各
種
指
標
が
低
い
こ
と
は
や
む
を

得
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。
そ
の
点
を
ふ
ま

え
て
各
種
指
標
の
要
因
を
分
析
し
ま
す
と
、

ま
ず
財
政
力
指
数
に
お
い
て
は
、
歳
出
面
で

合
併
に
伴
い
、
類
似
団
体
と
比
較
し
て
職
員

数
・
公
共
施
設
等
が
多
く
、
人
件
費
や
施
設

の
維
持
費
に
多
額
の
経
費
を
必
要
と
す
る
こ

と
が
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
企
業
の
進
出
な
ど
に
よ
り
法
人
町
民
税
、

固
定
資
産
税
が
増
加
し
、
財
政
力
指
数
は
平

成
１８
年
度
単
年
度
で
０
・
４
４
５
と
な
り
、

平
成
１６
、
１７
、
１８
年
度
の
３
か
年
平
均
で
は

０
・
４
０
７
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

町
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
財
源
と
な
る
普
通

交
付
税
に
お
い
て
も
合
併
し
た
こ
と
に
よ
り

通
常
で
算
定
す
る
よ
り
も
９
億
円
ほ
ど
多
く
、

平
成
１７
年
度
で
は
４９
億
３
千
万
円
ほ
ど
と
な

っ
て
お
り
、
大
野
町
１３
億
円
、
池
田
町
１４
億

７
千
万
円
の
類
似
団
体
と
比
べ
、
か
な
り
の

額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
財
政
構
造
の
弾
力
化
を
表
す
経
常
収
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議
会
活
動
報
告

９
月

８
日

第
９
回
揖
斐
川
町
議
会
定
例
会

（
第
１
日
目
）

８
日

第
５
回
予
算
特
別
委
員
会

・
委
員
会
付
託
事
項
に
つ
い
て

１１
日

第
１
回
決
算
特
別
委
員
会

・
委
員
会
付
託
事
項
に
つ
い
て

１２
日

第
５
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

・
委
員
会
付
託
事
項
に
つ
い
て

１２
日

第
４
回
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

・
委
員
会
付
託
事
項
に
つ
い
て

１３
日

第
４
回
産
業
建
設
常
任
委
員
会

・
町
内
主
要
事
業
の
視
察
に
つ
い
て

１５
日

第
９
回
揖
斐
川
町
議
会
定
例
会

（
第
２
日
目
）

１９
日

第
９
回
揖
斐
川
町
議
会
定
例
会

（
最
終
日
）

支
比
率
で
す
が
、
平
成
１７
年
度
決
算
で
は
人

件
費
や
経
常
経
費
等
の
削
減
に
よ
り
８９
・
０

％
で
あ
っ
た
も
の
が
８６
・
７
％
と
改
善
し
ま

し
た
。

次
に
将
来
負
担
の
健
全
度
で
あ
る
地
方
債

現
在
高
は
、
類
似
団
体
と
比
較
し
て
高
い
割

合
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
１７
年
度
末

地
方
債
残
高
の
う
ち
、
過
疎
債
・
合
併
特
例

債
が
７０
％
、
臨
時
財
政
対
策
債
・
減
税
補
て

ん
債
・
税
収
補
て
ん
債
が
１
０
０
％
な
ど
交

付
税
算
入
の
あ
る
有
利
な
起
債
が
約
６
割
の

９０
億
円
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
平
成

１８
年
度
予
算
計
上
額
ま
で
の
地
方
債
発
行
額

の
償
還
ピ
ー
ク
は
平
成
１９
年
度
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
８８
・
５
と

他
市
町
よ
り
低
い
状
況
で
す
。

次
に
、
職
員
定
数
と
施
設
に
つ
い
て
で
す

が
、
職
員
に
つ
い
て
は
、
行
政
改
革
推
進
委

員
会
で
ご
審
議
い
た
だ
い
た
集
中
改
革
プ
ラ

ン
や
職
員
適
正
化
計
画
に
お
い
て
５
年
で
３９

人
、
１０
年
で
１
０
０
名
の
削
減
数
値
を
目
標

と
し
て
削
減
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
中

に
は
施
設
の
統
廃
合
や
指
定
管
理
者
制
度
へ

の
移
行
も
含
め
て
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
類

似
団
体
並
み
の
職
員
数
と
な
る
の
が
理
想
で

は
あ
り
ま
す
が
、
類
似
団
体
は
人
口
と
第
２

次
、
第
３
次
産
業
人
口
比
率
を
基
準
と
し
て

設
定
さ
れ
て
お
り
、
面
積
等
の
地
理
的
要
因

が
考
慮
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
広
大
な
面
積

や
地
理
的
条
件
の
違
う
集
落
を
持
つ
揖
斐
川

町
に
お
い
て
は
、
最
低
限
の
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
す
る
た
め
の
適
正
職
員
数
は
、
類
似

団
体
と
の
比
較
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
面

も
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
合
併
し
て
８
０
３
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
広
大
な
面
積
の
町
を
守
っ
て
い

く
に
は
、
各
振
興
事
務
所
や
そ
れ
を
機
能
さ

せ
る
職
員
数
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
町
財
政
が
厳
し
い

こ
と
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
交

付
税
制
度
等
国
の
制
度
改
革
に
早
期
に
対
応

で
き
る
体
制
づ
く
り
や
事
業
の
優
先
度
の
整

理
な
ど
選
択
と
集
中
を
基
本
と
し
た
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

１０月１日～１１月３０日は『麻薬・覚せい剤乱用防止運動』月間です

最近の若い人たちの中には、覚せい剤や麻薬などの薬物を「かっこいいもの」と

誤解したり、あるいは「ダイエットにいい」とか、「気分が良くなる」といった言

葉にだまされて、気軽に使用してしまう人がいます。

まず、薬物を使用することは、決して「かっこいい」ことではありません。薬物

は、悪い人たちの金儲けの道具であり薬物を使っている人は、こうした金儲けに利

用されているだけなのです。

更に、薬物には、一度でも使用すれば、自分の力ではやめられなくなるという恐

ろしい性質があります。やがては、脳や神経が冒され、二度と元の健康な身体を取

り戻すことができなくなり、皆さんの人生を台無しにしてしまうのです。

自分の人生をだめにするだけではありません。薬物の使用は、幻覚や妄想などの

精神症状をまき起こすことで、犯罪行為につながることも多く、家族や社会にも大

きな迷惑をかけます。

大事なことは、薬物の使用をすすめられたり、誘われたりしたときにきっぱりと

断ることです。薬物使用は、「ダメ！ゼッタイ」を合言葉に薬物乱用防止の輪を広

げていってください。

『 麻薬・覚せい剤等の薬物乱用に関する相談窓口 』
・ 岐阜県 薬務水道課 ０５８－２７２－１１１１
・ 岐阜県警 なんでも相談 ０５８－２７２－９１１０
・ 岐阜県 精神保健福祉センター ０５８－２７３－１１１１
・ 岐阜県警察本部 ヤングテレホンコーナー ０１２０－７８３－８００

今月の献血

皆さんのあたたかいご協力を

お待ちしています。

□期 日 １１月１２日（日）

□時 間 １０時～１５時３０分

□場 所 谷汲山門前駐車場

□種 類 全献血

□後援団体

美濃大野ライオンズクラブ

□期 日 １１月１６日（木）

・１０時～１２時

春日振興事務所

・１３時３０分～１５時３０分

久瀬振興事務所

議会だより

IBIGAWA 2006 November13



�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
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�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������

８８００２２００運運動動表表彰彰受受賞賞おおめめででととううごござざいいまますす��
揖斐口腔保健協議会では、８０歳以上で自分の歯が２０本以上ある方を表彰する「８０２０運動」を行っています。今年

は１０月５日池田町役場において、表彰式があり、表彰者１８人のうち、揖斐川町では７人の方が表彰されました。

皆さん受賞を大変喜んでいらっしゃいました。
８０歳をすぎても自分の歯で固いものをかむことができ、食事もおいしいとのことです。三食しっかりか
んで食べられることに感謝しながら、歯をいたわり、朝晩の歯みがきはかかさずしておられるようです。
体の入り口が健康であるためか、受け答えもはっきりと話され、身体の調子もよく足腰もしっかりしてお
られ、８０歳よりも若く見られる方ばかりでした。

いつまでも自分の歯で、おいしく食事ができることっていいですね。

長柄 千代子さん（大光寺）８２歳

平井 文男さん（谷汲名礼）８１歳

澤崎 キノエさん（坂内川上）８１歳

増元 なつゑさん（東津汲）８６歳

瀬川 健一さん（白樫）８０歳

宇佐美 進さん（市場）８１歳

藤原 よ志の（春日小宮神）８１歳
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～平成１８年度～
揖斐川町青少年育成町民大会と人権啓発講演会の開催

○日時 平成１８年１１月２６日（日） 午後１時～４時４０分
○場所 揖斐川町中央公民館 大ホール
○内容
〈第１部〉 午後１時～

○表 彰

○実 践 発 表 青少年育成町民会議３部会（青少年、家庭、環境）の発表

○活 動 発 表 県外・海外派遣事業参加児童、生徒による発表

揖斐高等学校による活動発表

○町民憲章発表

〈第２部〉 午後３時～
○人権啓発講演会 「育てよう 一人一人の 人権意識」

俳優 岡本富士太（おかもと ふじた）

「演題：今、私たちがなすべきこと ～子どもの心が見えますか～」

【プロフィール】

昭和２１年（１９４６年）生まれ。高校卒業後、現代演劇協会劇

団雲に入団。１９７５年演劇集団円設立参加。舞台活動の他、

映画・ＴＶに出演。幅広くさまざまな役柄を演じる俳優で

あり、特にＮＨＫ「中学生日記」では、思春期の子どもの

気持ちを的確にとらえる南先生役で好演した。現在は、俳

優として活躍する一方で、ドラマの経験を生かし、青少年

問題や家庭教育問題について各地で講演活動に取り組んで

いる。

【主な芸歴】

〈舞台〉「ジュリアス・シーザー」「眠らぬための子守唄」

「榎本武場」など

〈映画〉「恋人岬」「刑事物語」「誘拐報道」など

〈ＴＶ〉「峠の群像」「独眼竜政宗」「中学生日記」

「天晴れ夜十郎」「葵－徳川三代－」など

主 催 揖斐川町、揖斐川町教育委員会、揖斐川町青少年育成町民会議

後 援 大垣人権啓発活動地域ネットワーク協議会

（岐阜地方法務局大垣支局、大垣人権擁護委員協議会）

入場無料
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各
地
区
運
動
会
開
催
！

９
月
か
ら
１０
月
に
か
け
て
各
地
区
運
動
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

運
動
会
当
日
、
皆
さ
ん
日
頃
の
こ
と
も
忘

れ
、
爽
快
な
汗
を
流
し
、
世
代
を
越
え
た
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

西
美
濃
生
涯
学
習
連
携
講
座

藤
橋
で
開
催
！

９
月
９
日（
土
）、藤
橋
城
・
西
美
濃
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
と
藤
橋
歴
史
民
俗
資
料
館
で
、

第
６
回
西
美
濃
生
涯
学
習
連
携
講
座
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
西
濃
教
育
事
務
所
が
主
催

す
る
西
濃
一
帯
を
対
象
と
し
た
生
涯
学
習
講

座
で
、
年
間
１０
回
の
講
座
が
あ
り
、
西
濃
の

各
町
が
当
番
で
担
当
し
、
企
画
運
営
を
し
ま

す
。
今
回
は
西
濃
全
域
か
ら
１
２
６
名
の
受

講
者
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

『「
星
」
と
「
山
の
民
俗
文
化
」
に
親
し
む
』

を
テ
ー
マ
に
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
見
学
と

藤
橋
地
区
に
伝
わ
る
サ
サ
マ
キ
（
ち
ま
き
）

作
り
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

坂
内
公
民
館『
魚
と
り
教
室
』開
催
！

９
月
１０
日
（
日
）、子
ど
も
体
験
活
動
「
魚

と
り
教
室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
保

育
園
児
か
ら
お
と
な
ま
で
合
計
２７
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

川
の
文
化
の
継

承
を
ね
ら
い
と
し

て
今
回
の
「
魚
と

り
教
室
」
を
計
画

し
ま
し
た
。
当
日

は
網
で
す
く
う
こ

と
、
ヤ
ス
で
突
く

こ
と
、
ま
た
投
網

で
獲
る
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
漁
法
で
マ

ス
や
ア
マ
ゴ
を
捕
ま
え
ま
し
た
。

ま
だ
２
歳
の
園
児
が
何
度
で
も
川
の
中
に

入
っ
て
い
き
、
小
学
生
の
お
兄
さ
ん
た
ち
が

獲
っ
た
魚
を
つ
か
ま
せ
て
も
ら
っ
て
嬉
し
そ

う
に
笑
っ
て
い
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
獲
っ
た
魚
は
そ
の
場
で
塩
焼
き
に
し
て

食
べ
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
も
子
ど
も
た
ち
は

大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

国
体
出
場
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

９
月
３０
日
か
ら
１０
月
１０
日
ま
で
兵
庫
県
で

行
わ
れ
る
第
６１
回
国
民
体
育
大
会
に
揖
斐
川

町
か
ら
５
名
の
方
が
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
２８
日
に
健
康
広
場
で
行
わ
れ
た
激
励

会
に
、
陸
上
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
出
場
の
高

木
優
子
さ
ん
と
空
手
道
競
技
に
出
場
の
寺
澤

慶
子
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
教
育
長
か
ら
激
励

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

高
木
優
子
さ
ん（
陸
上
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
）

寺
澤
慶
子
さ
ん
（
空
手
道
競
技
）

新
川
敬
子
さ
ん
（
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
）

小
寺
里
歌
子
さ
ん
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
）

細
野
光
史
さ
ん
（
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
監
督
）

西
美
濃
天
文
台

星
を
見
る
会

■
日
時

１１
月
１８
日
（
土
）

１９
時
〜
２０
時

■
場
所

西
美
濃
天
文
台

（
藤
橋
城
・
西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
）横

■
定
員

４０
名

（
要
電
話
予
約

℡
５
２
‐
２
６
１
１
）

■
参
加
費

高
校
生
以
上

３
０
０
円

小
・
中
学
生

２
０
０
円

（
安
全
管
理
上
、
小
学
生
未
満
の
お
子
さ

ん
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

■
内
容

観
測
室
ド
ー
ム
の
６０
�
反
射
望
遠

鏡
・
２０
�
屈
折
望
遠
鏡
・
ベ
ラ
ン
ダ
の
簡

天
儀
・
対
空
双
眼
鏡
ほ
か
の
望
遠
鏡
で
天

体
を
観
察
し
ま
す
。（
天
王
星
・
海
王
星
・

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河
・
重
星
・
惑
星
状
星

雲
な
ど
の
予
定
）

※
雨
天
時
、
中
止
し
ま
す
（
降
水
確
率
が
高

い
場
合
も
中
止
）。た
だ
し
実
施
判
断
の
後
、

曇
天
の
時
は
研
修
室
で
の
天
文
教
室
「
太
陽

系
の
惑
星
」
に
内
容
を
変
更
し
ま
す
。

↑ プラネタリウム見学

↓ササマキ（ちまき）作り
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健
康
・
栄
養
相
談
、体
力
測
定
の
ご
案
内

健
康
や
運
動
に
つ
い
て
の
疑
問
や
相
談
を

専
門
家
に
よ
り
個
人
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

１１
月
１５
日（
水
）

１４
時
〜
１６
時

■
場
所

健
康
広
場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
費
用

無
料

■
内
容

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
、

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
、

運
動
指
導
員
に
よ
る
体
力
測
定

公
民
館
活
動

☆
北
方
公
民
館

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時

１１
月
２６
日（
日
）

８
時
３０
分
〜

◆
場
所

北
方
小
学
校
体
育
館

☆
大
和
公
民
館

《
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時

１１
月
５
日（
日
）

８
時
３０
分
〜

◆
場
所

健
康
広
場
ビ
ッ
ク
ラ
ン
ド

《
ミ
ニ
集
会
》

◆
日
時

１１
月
２
・
２７
日

１９
時
３０
分
〜

◆
場
所

各
地
区
公
民
館

☆
清
水
公
民
館

《
青
少
年
育
成
区
民
会
議
》

◆
日
時

１１
月
１１
日（
土
）

１８
時
〜

◆
場
所

清
水
公
民
館

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
》

◆
日
時

１１
月
１９
日（
日
）

８
時
３０
分
〜

◆
場
所

清
水
小
学
校
体
育
館

☆

永
公
民
館

《
文
化
教
室
》

◆
日
時

１１
月
３
日（
金
）

９
時
〜

◆
場
所

永
公
民
館

《
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
》

◆
日
時

１１
月
１９
日（
日
）

９
時
〜

◆
場
所

養
基
小
学
校
運
動
場

《
養
基
小
学
校
体
育
館
・

永
公
民
館
大
掃
除
》

◆
日
時

１１
月
２６
日（
日
）

８
時
３０
分
〜

◆
場
所

養
基
小
学
校
体
育
館

永
公
民
館

☆
小
島
公
民
館

《
お
じ
ま
で
遊
ぼ
う
》

◆
日
時

１０
月
２９
日（
日
）

９
時
〜

◆
場
所

朝
鳥
公
園

《
に
こ
に
こ
学
級
『
土
い
じ
り
を
し
よ
う
』》

◆
日
時

１１
月
２１
日（
火
）

１０
時
〜

◆
場
所

小
島
公
民
館

《
み
ん
な
の
広
場
》

◆
日
時

１１
月
４
・
１８
・
２５
日（
土
）

９
時
〜
１１
時
３０
分

☆
谷
汲
公
民
館

《
谷
汲
公
民
館
ま
つ
り
》

◆
日
時

１１
月
２５
・
２６
日

９
時
〜

◆
場
所

谷
汲
文
化
会
館

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

☆
春
日
公
民
館

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時

１１
月
５
日（
日
）

８
時
３０
分
〜

◆
場
所

春
日
小
学
校
体
育
館

☆
久
瀬
全
地
区
公
民
館

《
文
化
祭
》

◆
日
時

１１
月
３
日（
金
）

９
時
〜

４
日（
土
）

１３
時
〜

◆
場
所

久
瀬
中
学
校
体
育
館

☆
藤
橋
公
民
館

《
藤
橋
文
化
祭
》

◆
日
時

１０
月
２９
日（
日
）

９
時
３０
分
〜

◆
場
所

藤
橋
小
中
学
校
体
育
館
ほ
か

☆
坂
内
公
民
館

《
坂
内
文
化
祭
》

◆
日
時

１１
月
３
日（
金
）

８
時
３０
分
〜

◆
場
所

坂
内
小
中
学
校
体
育
館
ほ
か

伝
統
芸
能
黒
田
神
楽

『
傾
城
阿
波
の
鳴
門
』
上
演
！

■
日
時

１１
月
２５
日
（
土
）
１３
時
３０
分
〜

■
場
所

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

皆
さ
ん
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
入
場
無
料

平
成
１９
年

揖
斐
川
町
成
人
式

実
行
委
員
募
集
の
お
知
ら
せ

平
成
１９
年
１
月
７
日（
日
）午
後
１
時

３０
分
よ
り
、
成
人
式
を
揖
斐
川
町
中
央

公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。

今
回
対
象
と
な
る
の
は
、
昭
和
６１
年

４
月
２
日
か
ら
昭
和
６２
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

現
在
、
新
成
人
に
よ
る
実
行
委
員
会

を
組
織
し
、
企
画
・
準
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
実
行
委
員
を
し
て
い
た
だ

け
る
新
成
人
の
方
も
引
き
続
き
募
集
し

ま
す
。

成
人
式
実
行
委
員
会
へ
の
申
込
・
お

問
合
せ
は
、
揖
斐
川
町
社
会
教
育
課

（
℡
２
２
‐
１
１
２
０
）ま
で
。成人式実行委員会の様子

中央公民館プチギャラリー
○徳山小学校の最期の姿
１０月１７日～１０月３１日
○菊花展
１１月１日～１１月６日
○いびがわマラソン展示
１１月８日～１１月１５日
○ＪＡ展示
１１月１７日～１１月１９日
○老人クラブ第２回文化祭
１１月２２日～１１月２６日

燦サンギャラリー
○山林のくらしミニ民俗工芸品展（坂内）
１１月１日～１１月１７日
○谷汲公民館まつり
１１月２５日～１１月２６日

１１
月
は
、
全
国
青
少
年
健
全
育
成

強
調
月
間
で
す
。

１１月１９日（日）は家庭の日 揖斐川町青少年育成町民会議IBIGAWA 2006 November17



学
校
だ
よ
り

伝
統
「
谷
汲
踊
」
を
受
け
継
ぐ

〜

谷
汲
小
学
校

〜

約
８
０
０
年
前
、
源
平
合
戦
「
壇
ノ
浦
の

戦
い
」
の
勝
利
を
祝
っ
た
武
者
踊
り
か
ら
始

ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
谷
汲
踊
」
は
、
昭

和
２７
年
、
谷
汲
踊
保
存
会
の
発
足
に
よ
り
、

現
在
の
形
と
し
て
復
活
し
、
県
の
重
要
無
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
校
で
は
、
１５
年
ほ
ど
前
か
ら
「
谷
汲

踊
」
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
今
は
、
６
年
生

の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
中
で
、「
地
域

の
歴
史
学
習
」「
谷
汲
踊
の
伝
承
」
を
テ
ー
マ

に
、
谷
汲
の
歴
史
に
つ
い
て
課
題
を
設
定
し

て
調
査
活
動
を
し
た
り
、
谷
汲
踊
の
由
来
を

学
ん
だ
り
、
踊
り
方
を
覚
え
た
り
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
練
習
の
成
果
を
「
運
動
会
」

や
「
谷
汲
も
み
じ
ま
つ
り
」
の
場
で
披
露
し

て
い
ま

す
。児

童
は
、
地
域
の
保
存
会
の
方
た
ち
の
ご

指
導
を
受
け
て
、
練
習
に
励
み
ま
す
。
子
ど

も
用
の
「
シ
ナ
イ
」
と
「
太
鼓
」
を
合
わ
せ

る
と
、
そ
の
重
さ
は
１０
㎏
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

時
に
は
、
鳳
凰
の
羽
を
か
た
ど
っ
た
「
シ
ナ

イ
」
を
思
う
よ
う
に
扱
え
な
か
っ
た
り
、
太

鼓
や
鉦
の
音
が
合
わ
な
か
っ
た
り
、
暑
さ
に

負
け
て
弱
音
を
吐
き
そ
う
に
な
っ
た
り
し
な

が
ら
も
、
保
存
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
山
岸

武
敏
さ
ん
の
丁
寧
で
熱
意
あ
ふ
れ
る
指
導
に

よ
っ
て
、
汗
を
流
し
な
が
ら
真
剣
に
練
習
し

ま
す
。
伝
統
の
重
さ
を
体
で
感
じ
る
瞬
間
で

す
。こ

の
よ
う
に
し
て
、
歴
史
あ
る
「
伝
統
芸

能
」
を
地
域
の
若
者

が
伝
え
て
い
く
活
動

は
、
伝
統
を
守
ろ
う

と
す
る
心
や
、
自
己

を
表
現
す
る
楽
し
さ
、

豊
か
で
貴
重
な
伝
統

を
も
つ
郷
土
を
大
切

に
す
る
喜
び
を
味
わ

う
こ
と
に
つ
な
が
る
、
非
常
に
価
値
あ
る
学

習
で
す
。

本
校
は
、
平
成
１９
年
度
か
ら
長
瀬
小
学
校

と
の
統
合
に
よ
り
、
新
し
い
地
で
新
し
い
谷

汲
小
学
校
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
郷
土
を
愛
し

誇
り
に
思
う
気
持
ち
は
、
い
つ
ま
で
も
児
童

の
心
に
残
る
こ
と
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
と
の

連
携
を
図
っ
た
豊
か
な
心
の
教
育

〜

養
基
小
学
校

〜

本
校
で
は
、
児
童
に
豊
か
な
人
間
性
や
社

会
性
を
育
て
る
た
め
に
、
道
徳
の
授
業
の
工

夫
改
善
と
体
験
活
動
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。特
に
、地
域
の
方
を
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
く
授
業
づ

く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

一．

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
招
い
た
道
徳

の
授
業

４
年
生
で
は
、
毎
日
交
通
指
導
員
と
し
て

お
世
話
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の
方
に
ゲ
ス

ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
授
業
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
す
も
う
の
先
生
』
と
い
う
資
料
に
基
づ

い
て
、
毎
日
の
生
活
が
多
く
の
人
々
に
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
尊
敬
し
感
謝

し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
た
も
の
で
し
た
。
授
業
の
終
末
で
登

場
し
て
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め

ら
れ
た
理
由
や
願
い
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。
お
話
を
聞
い
た
後
の
児
童
の
ノ
ー

ト
に
は
、「
毎
日
お
世
話
に
な
る
人
が
い
ま

す
。
安
全
な
登
校
の
た
め
に
来
て
く
れ
ま
す
。

花
を
く
だ
さ
り
、
楽
し
い
お
話
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
い
つ
も
私
た
ち
の
こ
と
を
見
て

く
だ
さ
っ
て
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。」と

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
改
め
て
、
ゲ
ス
ト
テ

ィ
ー
チ
ャ
ー
か
ら
直
接
お
話
を
聞
く
こ
と
が
、

授
業
に
深
み
や
厚
み

を
増
し
、
よ
り
よ
い

生
き
方
に
あ
こ
が
れ

を
も
た
せ
、
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま

し
た
。

二．

校
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
ち
ょ
ボ
ラ
タ
イ
ム
）

毎
月
１
回
水
曜
日
の
昼
休
み
、
美
化
・
Ｊ

Ｒ
Ｃ
委
員
会
の
呼
び
か
け
で
１５
分
と
い
う
ち

ょ
っ
と
短
い
時
間
で
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。
児
童
は
、『
ち
ょ

ボ
ラ
タ
イ
ム
』
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
者
が
増
え
て
い
ま

す
。
委
員
会
が
企
画
し
た
校
庭
の
草
取
り
や

廊
下
磨
き
の
活
動
な
ど
に
進
ん
で
参
加
し
、

自
分
た
ち
で
学
校
を
き
れ
い
に
で
き
た
喜
び

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

教
師
も
が
ん
ば
っ
て

い
る
児
童
の
姿
を
認

め
、
励
ま
し
、
広
め
、

学
校
の
一
員
と
し
て

の
自
覚
が
育
ま
れ
る

よ
う
援
助
し
て
い
ま

す
。

三．

地
域
ぐ
る
み
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
回
収
活
動
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
年
間
２
回
、
校
区
に
呼
び

か
け
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
を
回
収
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
５
・
６
年
の
児
童
も

運
動
場
に
集
合
し
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々

と
共
に
活
動
し
、
新
聞
紙
や
チ
ラ
シ
を
袋
詰

め
す
る
作
業
を
手
伝
い
ま
す
。
大
変
な
作
業

で
す
が
、
作
業
を
通
し
て
、
地
域
の
た
め
に

働
く
自
分
を
自
覚
し
た
り
、
責
任
を
も
っ
て

や
り
き
っ
た
後
の
充
実
感
を
体
感
し
た
り
し

て
、
働
く
こ
と
の
意
義
を
感
じ
る
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
毎
年
１０
月
に
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
三
者
連
携
推
進
会
議
を
開
い
て
い
ま

す
。
本
年
度
も
、
道
徳
の
授
業
の
参
観
や
親

子
活
動
、
懇
談
の
場
を
設
け
、
当
日
や
日
頃

の
児
童
の
交
流
を
行
い
ま
す
。『
心
豊
か
な

や
ぎ
っ
子
』
を
目
指
し
、
三
者
連
携
に
よ
る

次
年
度
の
活
動
の
方
向
付
け
を
す
る
場
と
し

て
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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いいびびががわわママララソソンン情情報報！！

１１月１２日（日）いよいよ号砲！
スタート会場◆揖斐川町中央公民館 開会式の時間◆午前９時３０分～
フルスタート◆午前１０時３０分～ ハーフスタート◆午前１１時～

私たちの町の一大イベント「２００６いびがわマラソン」が、スペシャルゲストに、千葉真子
さん、ゲストにおなじみの高石ともやさん、山田敬蔵さん、柳川春己さんを迎え開催されま
す。
いびがわマラソンは、今年で１９回目を迎え、美しい紅葉や清流を楽しみながらさわやかな
汗を流すことのできる大会として、市民ランナーにもしっかり定着してきました。
また「日本のボストンマラソン」と評されるほど、沿道の温かい応援は素晴らしいと、全
国のランナーに伝わり、心と心のふれあいを楽しみにやってくるランナーも多いそうです。
さあ、皆さん、ランナーと一緒にいびがわマラソンを楽しみましょう！

誰誰ももがが楽楽ししめめるる大大会会「「いいびびががわわママララソソンン」」

ラジオを片手に沿道へ
皆さんにお願いです♪
沿道で応援される際、今年はぜひラジオをお持ちください。
ラジオから、大会の様子やランナーの状況が伝わってきます。
また、ランナーも走りながらラジオを聞いて、頑張れます！

朝から岐阜ＦＭはマラソン一色
応援メッセージや応援曲…
あなたの声が、番組を作り上げ
ます。ラジオを聞きながら

沿道で応援して
みませんか？

楽楽ししいいララジジオオ♪

岐阜FM
80.0MＨz生放送

全国から集まるランナーに
いびがわを楽しんでいただき
ましょう。ランナーにとって
あなたの応援が大きな力に！

コースへ出かけて
楽しもう。

ランナー６０００人を
応援しちゃおう

日日本本一一のの応援
団団

ただ今、中央公民館と健康広場
で受付中！
参加賞◆Ｔシャツとジャガイモ
参加費◆１，０００円

スタート◆１１時～
※当日受付あり

いびがわ
ウォーキング

気軽軽にに楽楽ししくく！

宅宅配ササービビススあありりまますす

旨い＋安い
物産店がいっぱい
鮎の塩焼き、ソーセージ
うどん、豚汁、芽室町名物
いび茶、串かつ、おでん
美味しいアレコレに
お土産もいろいろ
楽しめます。

前日１１月１１日（土）
中央公民館：午後３時～

千葉ちゃんの愛称で大人気！
当日は、ハーフマラソンに
出場し大会を盛り上げ
ていただきます！

千葉真子さん
セミナー＆サイン会

入入場無無料料
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新
刊
図
書
案
内

揖
斐
川
図
書
館

一

般

書

子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ス
３

明
橋
大
二

一
万
年
堂
出
版

ひ
と
か
げ

よ
し
も
と
ば
な
な

幻
冬
舎

ザ
・
リ
コ
ー
ル

志
摩

峻

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

親
の
入
院
・
介
護
に
直
面
し
た
ら
読
む
本

長
岡
美
代

実
務
教
育
出
版

絵
本
で
楽
し
む
孫
育
て
〜
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
出
番

草
谷
桂
子

大
月
書
店

ブ
タ
の
ふ
と
こ
ろ

小
泉
吉
宏

メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

ち
い
さ
な
子
の
い
る
場
所

〜
私
の
家
の
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
〜

イ
ザ
ラ
書
房

三
国
志

第
四
・
五
巻

宮
城
谷
昌
光

文
芸
春
秋
社

知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
神
道
入
門

幻
冬
舎

合
併
市
町
村
あ
の
ま
ち
こ
の
ま
ち

２
０
０
６

日
本
広
報
協
会

車
評
５０

私
た
ち
が
選
ん
だ
ク
ル
マ
５０
台

三
樹
書
房

芋
た
こ
な
ん
き
ん（
上
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

岐
阜
県
の
歴
史
散
歩

山
川
出
版

こ
の
本
を
片
手
に
県
内
を
散
策
し
て
み
よ
う

身
近
な
所
で
奥
深
い
歴
史
が
味
わ
え
ま
す

児

童

書

赤
の
妖
精
（
フ
ェ
ア
リ
ー
）
ル
ビ
ー

デ
イ
ジ
ー
・
メ
ド
ウ
ズ

ゴ
マ
ブ
ッ
ク
ス

Ｑ
＆
Ａ
季
節
の
食
育

服
部
津
貴
子

岩
崎
書
店

宇
宙
飛
行
士
大
図
鑑

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

ね
ず
み
く
ん
と
シ
ー
ソ
ー上

野
紀
子

ポ
プ
ラ
社

谷
汲
図
書
館

中
原
の
虹

第
一
巻

浅
田
次
郎

講
談
社

天
下
布
武

上
・
下

安
部
龍
太
郎

角
川
書
店

恋
い
ち
も
ん
め

宇
江
佐
真
理

幻
冬
舎

四
度
め
の
氷
河
期

荻
原

浩

新
潮
社

か
ん
た
ん
せ
ん
せ
い
と
ペ
ン
ギ
ン

斉
藤

洋

講
談
社

や
き
い
も
の
日

村
上
康
成

徳
間
書
店

春
日
公
民
館
図
書
室
か
ら

春
日
公
民
館
は
、
春
日
振
興
事
務
所
か
ら
奥

へ
２
キ
ロ
程
入
っ
た
小
宮
神
地
区
に
あ
り
ま
す
。

地
域
の
人
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
建
物
の
一
部
屋
に
図
書
室
が
あ
り
、
小

説
を
中
心
と
し
た
約
２
千
冊
の
本
が
並
ん
で
い

ま
す
。
書
棚
を
整
理
し
見
出
し
を
つ
け
、
さ
ら

に
揖
斐
川
図
書
館
よ
り
新
刊
を
移
動
し
て
利
用

し
や
す
い
よ
う
工
夫
を
し
ま
し
た
。

絵
本
や
児
童
書
も
揃
っ
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

春
日
中
学
校
で
本
の
貸
出

春
日
中
学
校
の

生
徒
た
ち
が
、
放

課
後
を
利
用
し
て

揖
斐
川
図
書
館
か

ら
の
移
動
文
庫
で

本
を
借
り
ま
し
た
。

今
度
は
、
２
月
頃

実
施
し
ま
す
。

読

書

週

間１０
月
２７
日
〜
１１
月
９
日

読
書
の
秋
に
ち
な
み
、
図
書
展
示
会
を
開
催

し
ま
す
。
昔
懐
か
し
い
昔
話
や
珍
し
い
世
界
の

昔
話
の
本
を
集
め
展
示
、
貸
出
し
ま
す
。

テ
ー
マ
「
む
か
し
話
を
楽
し
も
う
」

と

き

１０
月
２５
日（
水
）〜
１１
月
９
日（
木
）

と
こ
ろ

揖
斐
川
図
書
館

一
階
ロ
ビ
ー

休休
館館
日日
のの
おお
知知
らら
せせ

１１
月
６
日（
月
）

１１
月
１３
日（
月
）

１１
月
２０
日（
月
）

１１
月
２７
日（
月
）

揖揖
斐斐
川川
図図
書書
館館
臨臨
時時
休休
館館
日日

１１
月
１０
日（
金
）午
後
１
時
〜

１１
月
１１
日（
土
）

１１
月
１２
日（
日
）い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
開
催

１１
月
２７
日（
月
）〜
１２
月
１
日（
金
）

電
気
工
事
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

こ
の
週
が
図
書
返
却
日
に
当
た
る
方
は
、

一
週
間
延
長
と
な
り
ま
す
。

１１
月
４
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

大
型
絵
本

「
か
ら
す
の
パ
ン
や
さ
ん
」

紙
芝
居

「
そ
れ
で
も
た
ま
ご
は
わ

れ
ま
せ
ん
」
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揖揖
斐斐
川川
歴歴
史史
民民
俗俗
資資
料料
館館

収収
蔵蔵
展展

今
回
は
、
資
料
館
で
収
蔵
し
て
い
る
わ

が
町
の
画
家
・
書
家
な
ど
に
よ
る
収
蔵
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。

展
示
期
間

１１
月
７
日
�
〜
１２
月
１７
日
�

主
な
展
示
作
品

・
案
山
子

野
原
桜
州

画

・
お
み
な
え
し

野
原
桜
州

画

・
秋
草

野
原
桜
州

画

・
鹿
の
図

野
原
桜
州

画

・
秋
と
紅
葉

高
間
新
治

写
真

・
朱
い
竹

高
間
新
治

写
真

・
万
葉
歌

窪
田
華
堂

書

・
短
夜

佐
々
木
尚
文

画

「「
徳徳
山山
ほほ
っっ
そそ
れれ
」」（（
踊踊
りり
））をを

町町
無無
形形
文文
化化
財財
にに
指指
定定

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
で
、「
徳
山
ほ
っ

そ
れ
（
小
西
順
二
郎
保
存
会
長
）」を
町
無

形
文
化
財（
民
俗
芸
能
）に
指
定
し
ま
し
た
。

「
徳
山
ほ
っ
そ
れ
」
は
、
明
治
時
代
に

北
陸
か
ら
旧
徳
山
村
に
伝
わ
っ
た
踊
り
で
、

楽
器
伴
奏
が
な
く
唄
と
ゆ
っ
く
り
と
し
た

手
踊
り
の
み
の
素
朴
な
踊
り
で
す
。

昭
和
９
年
か
ら
「
徳
山
ほ
っ
そ
れ
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
お
盆
や
祭
り
で

踊
ら
れ
て
き
て
、
現
在
も
毎
年
上
南
方
表

山
地
区
の
公
園
で
盆
踊
り
大
会
を
開
い
て

踊
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

「「
ああ
ほほ
ろろ
くく
のの
川川
だだ
いい
ここ
」」

をを
みみ
んん
なな
でで
見見
まま
しし
ょょ
うう

春
日
森
の
文
化
博
物
館
で
恒
例
に
な
り

ま
し
た
「
森
か
ら
の
お
く
り
も
の
」
を
開

催
し
ま
す
。

お
に
け
ん
ば
い

今
回
は
岩
瀬
よ
し
の
り
さ
ん
と
鬼
剣
舞

に
よ
る
「
あ
ほ
ろ
く
の
川
だ
い
こ
」
の
劇

を
観
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
お
話
は
、
揖
斐
川
の
「
ろ
く
の
渡

し
」（
現
在
の
瑞
穂
市
）
に
伝
わ
る
悲
し
く

て
優
し
い
お
話
で
す
。

■
日

時

１２
月
３
日（
日
）１３
時
〜
１５
時

■
場

所

春
日
小
学
校
体
育
館

■
入
場
料

無
料

詳
細
は
春
日
森
の
文
化
博
物
館

（
℡
５
８
‐
３
１
１
１
）
ま
で
。

秋と紅葉 高間新治万葉歌 窪田華堂

おみなえし 野原桜州

徳山ダム湖底コンサートでの「徳山ほっそれ」

短夜 佐々木尚文

鹿の図 野原桜州
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平成18年９月届出分

〈平成１８年１０月１日現在〉

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。

あ
た
た
か
い
善
意

揖
斐
川
尚
和
園
へ

林

良
夫
さ
ん（
北
方
）

野
菜

瀬
川
信
夫
さ
ん（
小
島
）

野
菜

９
月
１９
日（
火
）、小
津
の
五
十
川
は
ぎ
子

さ
ん
よ
り
、
五
十
川
さ
ん
の
カ
ラ
オ
ケ
教
室

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
ま
つ
り
で
集
ま

っ
た
募
金
１１
万
円
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１０
月
３
日（
火
）、松
田
敏
典
さ
ん
よ
り
、

「
松
田
敏
典
フ
ァ
ン
の
つ
ど
い
」
で
集
め
ら

れ
た
募
金
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

婚姻 ～幾久しくお幸せに～
妻

古田 ゆか （岐阜市）

仲井 美奈子 （北方１区）

夫

窪田 匡市 （和田）

高橋 亘 （大和台）

出生 ～お誕生おめでとう～
赤ちゃん
はる と

遥斗
ゆ い

由依
ゆ い

結衣
たい き

太紀
か れん

夏蓮
た いち

汰一
さ や

沙弥
ゆう き

佑樹
あ り さ

有理沙
いつき

樹
らい と

来渡
じん

仁
ま み

真未
しんぺい

真平
な の

菜乃

お母さん

美加

千鶴

美紀子

千夏

直子

佑子

理歌

裕子

邦恵

美冬

裕子

友紀

博子

博子

千加子

お父さん

栗田 陽介

河� 幹嗣

西 秀樹

松岡 弘樹

岩間 真也

子安 永二

河合 章弘

林 貴義

渡邉 哲宣

浅利 憲秋

坂本 修

鳥澤 忍

山本 英和

山本 英和

岡本 務

地 区

北 方 ３ 区

北 方 ３ 区

北 方 ７ 区

南 方

上 新 町

新 栄 町

野 中

二 ノ 宮

岡

和 田

和 田

谷 汲 徳 積

谷 汲 長 瀬

谷 汲 長 瀬

谷 汲 長 瀬

死亡 ～おくやみ申し上げます～
年 齢氏 名地 区

８７
９３
８１
８３
８６
８５
８５
８９
７６
５７
８０
９２
２７
９３
７４
９９
５２
７４
７６
６９
１００
７５
７５
８４
８４
７４
７９

折戸 �
村 みつゑ

小林 正見
小椋 つるよ
山本 眷二
出口 傳
出村 とりゑ
河村 みつゑ
牧村 霞
田村 進
樋口 はなゑ
福田 ヒデ
野原 靖史
大西 正爾
細野 義郎
淺井 �賢
窪田 久美子
衣斐 �
小岩 千代子
石橋 �雄
小寺 せむ
窪田 實
�� 弘司
竹中 勲
西田 アヤ
安藤 銀八
山本 和勇

北 方 ３ 区
間 田 瀬
房 島 ５ 区
房 島 ６ 区
北 新 町
下 新 町
下 新 町
七 間 町
七 間 町
清 水
小 柳

島
東 瀬 古
浜 里 団 地
野 中
野 中
大 門
上 野
上 野
新 宮
二 ノ 宮

岡
谷 汲 徳 積
谷 汲 岐 礼
谷 汲 長 瀬
小 津
三 倉

世帯数（対前月比）
８，１１７（－１０）
５，５３１（－５）
１，０９４（±０）
５８１（－１）
４７０（±０）
１８４（－３）
２５７（－１）

女
１３，５４２
９，６０２
１，９２２
８０９
７３３
１７４
３０２

男
１２，４５１
８，９４２
１，７４７
７１０
６３５
１７３
２４４

人口（対前月比）
２５，９９３（－５６）
１８，５４４（－３１）
３，６６９（－５）
１，５１９（－４）
１，３６８（－６）
３４７（－７）
５４６（－３）

合計
揖斐川地区
谷汲地区
春日地区
久瀬地区
藤橋地区
坂内地区
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Information Room

子
育育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
お
知知
ら
せ

こ
れ
か
ら
は
、
草
や
木
々
も
紅
や
黄
色
に

変
わ
り
、
一
段
と
秋
の
深
ま
り
が
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
空
の
青
や
雲
、
虫
の

鳴
き
声
、
落
ち
葉
な
ど
見
つ
け
た
り
触
っ
た

り
と
子
ど
も
と
一
緒
に
秋
を
実
感
し
ま
し
ょ

う
。

【
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

上
南
方
１
９
３

℡
２
３
‐
１
１
３
６

■
利
用
対
象

揖
斐
川
町
在
住
の
未
就
園
児

（
祖
父
母
可
）

■
休
館
日

祝
祭
日
、
土
・
日
曜
日

■
開
所
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
か
す
が
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

春
日
小
宮
神
１
０
７
１

℡
５
７

‐
２
３
１
９

女
性性
の
人人
権権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
開開
設設

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職
場
な

ど
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
人

権
相
談
に
県
内
の
女
性
人
権
擁
護
委
員
が
電

話
で
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日

１１
月
１３
日（
月
）〜
１９
日（
日
）

８
時
３０
分
〜
１９
時
３０
分

た
だ
し
、
土
曜
・
日
曜
は
１０
時
〜
１７
時

■
相
談
番
号

℡
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

（
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

岐
阜
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
・
岐
阜
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
事

務
局

℡
０
５
８
‐
２
４
５
‐
３
１
８
１

就
学学
時
健健
康康
診診
断断
のの
お
知知
ら
せ

来
年
度
、
小
学
１
年
生
に
な
る
児
童
を

お
持
ち
の
保
護
者
の
方
へ

平
成
１９
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
予
定
の

お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
就
学
時
健
康
診
断
を

実
施
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
お
住
ま
い
の
校
区
の
各
小
学
校

で
、
次
の
日
程
で
健
診
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

保
護
者
あ
て
に
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
ご
不
明
な
点
は
、
入
学
先
の
小
学

校
も
し
く
は
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会

℡
５
６
‐
３
２
０
０

「
ゆ
る
体体
操操
講講
演
会
」
の
お
知知
ら
せ

「
ゆ
る
体
操
」
っ
て
何
？

体
操
と
い
う
と「
私
は
膝
が
痛
い
か
ら
…
」

「
腰
が
痛
く
て
立
っ
て
い
る
の
が
つ
ら
い
か

ら
…
」
な
ど
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す

が
、
こ
の
ゆ
る
体
操
は
、
年
齢
や
体
力
に
関

係
な
く
取
り
組
め
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、

寝
て
も
立
っ
て
も
座
っ
て
も
で
き
る
体
操
で

す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

是
非
こ
の
機
会
に
体
が
ト
〜
ロ
ト
ロ
に
な
る

ゆ
る
体
操
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日

時

１１
月
２２
日（
水
）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

（
受
付

午
後
１
時
よ
り
）

■
場

所

揖
斐
川
健
康
広
場

ア
リ
ー
ナ

■
講

師

下
瀬
仁
史
氏
（
運
動
科
学
総
合
研
究
所
専

門
指
導
員
）、

山
口
貴
之
氏
（
三
重
県
庁
職
員

日
本
ゆ

る
協
会
公
認
教
師
）

■
内

容

ゆ
る
体
操
の
体
験

■
持
ち
物

上
履
き
・
バ
ス
タ
オ
ル
（
体
育

館
に
寝
て
体
操
を
し
ま
す
の
で
、
下
に
ひ

く
も
の
）、タ
オ
ル
・
水
分
（
お
茶
な
ど
）

■
そ
の
他

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
お
電
話
で
結
構
で
す
）

【
お
問
い
合
せ
・
申
し
込
み
先
】

揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‐
１
３
４
１

１１月 センタールーム活動（１０：００～１１：３０）

金 お教室
３
文化の日

１０
たまごぐみ
３回目
１７
ひよこぐみ
３回目
２４
たまごぐみ
４回目

・相談日の☆印は、担当者がすぐに対応させていただきます。
・♪印のある活動は要予約（１１月の行事予約は１０月下旬開始）
予約される方は、直接支援センターへ申し込みにきてください。

・センタールーム活動に参加されない場合でも自由に遊ぶことができます。

木 お教室
２
前期お教室交流日
ミルキー＆モカ

９
ココアぐみ
３回目
１６
ミルクティぐみ
４回目
２３
勤労感謝の日

３０
ココアぐみ
４回目

水 交流日
１
さくらんぼ
０歳児交流
８
いちご
１歳児交流
１５
りんご
２・３歳児交流
２２ 花モモ
♪紙芝居の会
鷲見先生
２９ ♪
サークル（製作）

子育て支援センターでお知らせ

火 行事

７ ♪
童謡の会
とんがりぼうしの皆さん
１４ ♪
音楽リズム
雨森・岡部先生

２１♪企画中
子育て支援セン

ターでお知らせ

２８ ♪
誕生会・お話
ルーム・食会

月 相談日

６ ☆
MILKの日

１３ ☆
MILKの日

２０ ☆
MILKの日
♪発育測定
２７ ☆
MILKの日

毎週月曜日（園庭開放日） ９：３０～１２：００

毎週木曜日（コアラちゃんの日）９：３０～１１：３０

料理教室（保健センター）

園庭開放日

絵本の読み聞かせ（人形劇）

園庭開放日

親子体操

園庭開放日

勤労感謝の日（休み）

園庭開放日

葉もち作り（お年寄りと一緒に）

２日（木）

６日（月）

９日（木）

１３日（月）

１６日（木）

２０日（月）

２３日（木）

２７日（月）

３０日（木）

受付時間
１３：００～
１３：１５～
１３：５０～
１３：３０～
１３：４０～
１３：００～
１３：４０～
９：４５～
１４：３０～
１３：４０～
１４：００～
１０：００～

健診日
１１月８日（水）
１１月７日（火）
１１月９日（木）
１１月９日（木）
１１月９日（木）
１１月１日（水）
１１月１４日（火）
１１月８日（水）
１１月１５日（水）
１１月９日（木）
１１月２１日（火）
１１月１６日（木）

学校名
揖斐小学校（℡２２－１２７０）
大和小学校（℡２２－１２７１）
北方小学校（℡２２－１２７２）
清水小学校（℡２２－１２７４）
小島小学校（℡２２－１２７３）
養基小学校（℡４５－３１０５）
谷汲小学校（℡５６－３００５）
長瀬小学校（℡５６－３００６）
春日小学校（℡５７－２１２０）
久瀬小学校（℡５４－２０５５）
藤橋小学校（℡５２－２０１２）
坂内小学校（℡５３－２１０９）

地区

揖斐川

谷汲

春日
久瀬
藤橋
坂内
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合合
併併
処
理理
浄
化
槽槽
設設
置置
補補
助
金
に
つ
い
て

揖
斐
川
地
区
内
の
「
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
事
業
」
ま
た
は
「
農
業
集
落
排
水
事

業
」
で
整
備
中
の
区
域
内
で
、
新
築
な
ど
の

事
由
に
よ
り
供
用
開
始
前
に
や
む
を
得
ず
合

併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
は
、
従
来

設
置
に
対
し
て
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
の
た
び
新
た
に
補
助
制
度
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
右
の
理
由
に
該
当
す
る
方
で
、

全
額
自
己
負
担
で
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

さ
れ
た
方
に
は
役
場
よ
り
１１
月
末
ま
で
に
ご

連
絡
し
ま
す
。
連
絡
が
な
い
場
合
は
、
役
場

窓
口
ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

役
場

下
水
道
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

犯
罪罪
被
害害
者
相相
談談
室
を
ご
存存
じ
で
す
か
？

不
幸
に
し
て
犯
罪
の
被
害
に
遭
い
、
日
々

の
不
安
か
ら
著
し
い
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い

る
人
、
心
の
痛
手
に
悩
ん
で
い
る
人
は
近
年

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

岐
阜
県
警
察
で
は
「
心
の
病
を
癒
し
、
一

歩
踏
み
出
す
手
助
け
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

困
っ
て
い
る
こ
と
、
不
安
な
こ
と
、
ど
ん

な
些
細
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

は

な
そ
う

な

や

み

�
０
１
２
０
‐
８
７
０
‐
７
８
３

※
揖
斐
警
察
署
内
に
お
い
て
も
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
警
察
署

警
務
課

℡
０
５
８
５
‐
２
３
‐
０
１
１
０

（
内
線
２
１
１
）

☆
犯
罪
被
害
者
給
付
金
制
度
の
案
内
、
そ
の

他
手
続
き
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
犯
罪
被
害
者
等
へ
の
支
援
」
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た

被
害
者
支
援
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

■
募
集
期
間

１２
月
１
日（
金
）ま
で

■
送

付

先

〒
５
０
０
‐
８
３
８
４

岐

阜
市
薮
田
南
５
丁
目
１４
番
１２
号
「
ぎ
ふ
犯

罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

事
務
局
」
宛

ま
た
は
揖
斐
警
察
署

警
務
課

詳
し
く
は
、
警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所
に

設
置
さ
れ
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
農
地地
・
水水
・・
環環
境
保保
全全
向向
上
対対
策策
」が
始
ま
り
ま
す

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
は
、
農

業
生
産
基
盤
の
保
全
と
質
的
向
上
の
た
め
、

地
域
ぐ
る
み
で
の
効
果
の
高
い
活
動
と
先
進

的
な
営
農
活
動
を
総
合
的
に
支
援
す
る
対
策

で
す
。
実
施
期
間
は
平
成
１９
年
か
ら
２３
年
ま

で
の
５
年
間
で
す
。

こ
の
対
策
は
農
業
者
だ
け
で
な
く
地
域
住

民
な
ど
が
参
画
す
る
組
織
を
設
置
し
、
町
と

の
協
定
に
よ
り
農
村
地
域
の
資
源
を
共
同
で

保
全
す
る
た
め
の
活
動
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

《
支
援
を
受
け
る
た
め
の
７
つ
の
ス
テ
ッ
プ
》

①
対
象
地
域
を
ま
と
め
る

②
参
加
者
を
募
る

③
規
約
を
作
る

④
活
動
計
画
を
作
る

⑤
町
と
協
定
を
結
ぶ

⑥
助
成
金
が
交
付
さ
れ
る

⑦
活
動
が
始
ま
る

【
お
問
い
合
せ
先
】

役
場

農
林
振
興
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１（
内
線
１
９
０
・
１
９
１
）

揖
斐
農
林
事
務
所

農
地
整
備
課
計
画
調
整

担
当

℡
２
３
‐
１
１
１
１（
内
線
４
１
１
）

て
く
て
く
ろ
ー
ど
ウ
ォ
ーー
キ
ン
グ
大大
会
開開
催催

■
日

時

１１
月
２６
日（
日
）

９
時
〜
１５
時（
受
付
９
時
〜
１１
時
）

■
コ

ー

ス

の
ん
び
り
田
園
歴
史
ろ
ー
ど

大
野
町
民
武
道
館
↓
大
野
町
役
場
（
柿
牡

蠣
祭
り
）
↓
八
幡
神
社
↓
牧
村
家
住
宅
↓

順
明
寺
↓
西
照
寺
↓
運
動
公
園
（
ホ
タ
ル

水
路
）
↓
野
古
墳
群
↓
大
野
町
民
武
道
館

約
６
km
（
約
２
時
間
）

■
集
合
場
所

大
野
町
民
武
道
館

■
参
加
方
法

参
加
費
無
料

予
約
不
要

■
そ

の

他

大
野
町
「
柿
牡
蠣
祭
り
」
へ

の
立
ち
寄
り
も
で
き
ま
す
。
都
合
に
よ
り

コ
ー
ス
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
農
林
事
務
所

℡
２
３
‐
１
１
１
１（
内
線
４
１
１
・
４
１
２
）

ウ
ォ
ーー
キ
ン
グ
開開
催催

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
「
秋
の
城
台

山
公
園
と
揖
斐
川
の

町
並
み
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
揖
斐
の
歴
史
に

触
れ
な
が
ら
紅
葉
、町

並
み
が
楽
し
め
ま
す
。

■
日

時

１１
月
５
日（
日
）

小
雨
決
行

■
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
１１
時

■
終
了
時
間

午
後
３
時
ま
で

■
参

加

費

無
料

◎
当
日
参
加
者
に
お
い
し
い
特
典
あ
り

■
受
付
場
所

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

【
お
問
い
合
せ
先
】
役
場

商
工
観
光
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

岐岐
阜阜
県県
菊
花
連
盟盟
展展
揖揖
斐
川川
大大
会
開開
催催

県
内
菊
愛
好
家
が
丹
精
込
め
て
栽
培
し
た

成
果
を
一
堂
に
、
そ
の
優
雅
を
競
い
合
い
展

示
さ
れ
ま
す
。
咲
き
誇
る
花
々
の
美
し
さ
は

見
る
人
を
癒
し
、
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

■
期

間

１１
月
４
日

１４
時
３０
分
〜
１７
時

１１
月
５
・
６
日

９
時
〜
１７
時

■
場

所

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

■
入
場
料

無
料

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局

林

茂

ま
た
は
役
場

商
工

観
光
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

補助金額

補助基準額

３７５，０００円

４３８，０００円

５５５，０００円

１，０４４，０００円

１，７５２，０００円

２，３４０，０００円

設置人槽区分

５人槽

６～７人槽

８～１０人槽

１１～２０人槽

２１～３０人槽

３１～５０人槽
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Information Room

揖揖
斐
高高
原原
ス
キ
ー
場
圧圧
雪雪
車
愛愛
称
募募
集

財
団
法
人
い
び

が
わ
で
は
揖
斐
高

原
ス
キ
ー
場
に
、今

季
新
し
く
導
入
さ

れ
る
圧
雪
車
の
愛

称
を
募
集
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
応
募
方
法

官
製
は
が
き
ま
た
は
揖
斐
高

原
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
応

募
用
紙
に
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
愛

称
の
必
要
事
項
を
記
載
し
、
郵
送
ま
た
は

返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
間

１１
月
３０
日（
木
）ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

■
結
果
発
表

１２
月
１０
日
に
最
優
秀
賞
１
名

を
揖
斐
高
原
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま

す
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
賞
品
の
発
送
を

も
っ
て
発
表
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

■
賞

最
優
秀
賞
（
揖
斐
高
原
リ
フ
ト
１
日

券
１０
枚
と
特
産
品
詰
め
合
わ
せ
）
１
名
、

優
秀
賞
（
揖
斐
高
原
リ
フ
ト
１
日
券
５

枚
）
２
名
、
揖
斐
高
原
ス
キ
ー
場
賞
（
揖

斐
高
原
リ
フ
ト
サ
ー
ビ
ス
券
）
５０
名

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

〒
５
０
１
‐
０
８
０
４

揖
斐
川
町
東
横
山
２
６
４
‐
３

財
団
法
人
い
び
が
わ

揖
斐
高
原
圧
雪
車

愛
称
募
集
係

℡
５
２
‐
２
６
０
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w

w
w
.ibikogen.com

谷谷
汲
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

撮
っ
て
残
そ
う
！

た
に
ぐ
み
の
四
季

■
応
募
方
法

応
募
点
数
は
１
人
５
枚
ま
で

で
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

著
作
権
は
主
催
者
保
有
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

優
秀
な
作
品
は
観
光
カ
レ
ン
ダ
ー
、
ポ
ス

タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
使
用
し
ま

す
。
な
お
入
賞
者
の
ネ
ガ
は
提
供
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
作
品
に
応
募
テ
ー
マ
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
た
用
紙
を
貼
り
郵
送
。

■
応
募
期
間

平
成
１８
年
１０
月
１
日
〜

平
成
１９
年
８
月
３１
日

■
応
募
資
格

自
由

■
サ

イ

ズ

６
ッ
切
り
と
す
る
（
た
だ
し

平
成
１８
年
１０
月
以
降
に
撮
影
し
た
写
真
に

限
り
ま
す
）

■
審
査
・
発
表

平
成
１９
年
９
月
に
審
査
し
、

平
成
１９
年
１０
月
に
中
日
新
聞
紙
上
、
直
接

本
人
通
知
（
入
賞
以
上
）

■
表

彰

式

平
成
１９
年
１１
月
の
「
谷
汲
も

み
じ
ま
つ
り
」
会
場
で
表
彰

■
賞

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
入
選
ほ
か

■
送
り
先
・
お
問
い
合
せ
先

〒
５
０
１
‐
１
３
１
４

揖
斐
川
町
谷
汲
名

礼
２
６
５
‐
１
０
５

揖
斐
川
町
商
工
会
谷
汲
支
部

℡
５
５
‐
２
２
３
１

FAX
５
５
‐
２
０
４
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp

://w
w
w
.tanigum

i.or.jp

町税などの納期限などのお知らせ
１０月３１日（火） 町（県）民税（３期分）

国民健康保険税（６期分）

介護保険料（４期分）

１１月３０日（木） 国民健康保険税（７期分）

収め忘れのないよう早めに納めましょう。
また口座振替で納付されている方は、納期限
前日までに預貯金残額の確認と入金をお願い
します。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で

１１月のイベント（１１月１日～３０日に町内で行われるおもなイベント）
２～３０日 横蔵寺ライトアップ １６：３０～２１：００（横蔵寺）
４・５・６日 岐阜県菊花連盟展揖斐川大会（揖斐川町中央公民館）
４・５日 春日の太鼓踊り（春日美束（寺本））

５日 秋の城台山公園と揖斐川の町並みウォーキング（揖斐川町中央公民館）
１１・１２日 春日の太鼓踊り（春日美束（種本中瀬））

１２日 いびがわマラソン（揖斐川町中央公民館ほか）
１２日 谷汲もみじまつり（谷汲山門前駐車場）
１９日 横蔵寺もみじまつり（横蔵寺駐車場）
２５日 かすがモリモリ村薬草教室（かすがモリモリ村）
２６日 青少年育成町民大会（揖斐川町中央公民館）

平成１８年度 ２等陸・海・空士募集
試験期日

１８年１２月３日
１９年１月２８日
１９年２月２６日～２８日の間の１日

受付期間

１８年１０月２日～１８年１２月１日
１８年１２月１８日～１９年１月２６日
１９年２月１３日～１９年２月２３日

募集種目

２次募集
３次募集
４次募集

２等陸・海・空士

※２等陸・海・空士（任期制隊員）は、年間を通じて受け付けております。
※詳しいお問い合せは、大垣市林町５－１８ 光和ビル２Ｆ「自衛隊岐阜地方協力本部 大垣地域事務所」まで。
TEL ０５８４－７３－１１５０ URL http : //www.gifu.plo.jda.go.jp

平成１８年度 自衛隊生徒募集
処遇・その他

修業年限４年

修業時
３等陸・海・空曹

受付・試験期日

受付：１８年１１月１日
～１９年１月９日

１次：１９年１月１３日
２次：１９年１月２６日

～１９年１月２９日

資格

中卒（見込含む）
１７歳未満の男子

募集予定人員

陸：約２５０名
海：約５０名
空：約５０名

制度概要

中学校卒業者などを対象に採用し、優れた若い人たちを自衛隊の専門技
術者として養成するため、自衛官として給与などを支給されながら高等学
校教育を受けられる制度です。
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